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は
じ
め
に

　

宮
崎
県
は
南
北
に
長
く
、
東
に
日
向
灘
、
西
に
九
州
山
地
が
あ
り
、
多
様
な

森
林
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
き
の
こ
も
植
物
と
同
様
に
亜
熱
帯
性
か
ら
暖
温

帯
、
冷
温
帯
の
様
々
な
種
類
が
発
生
す
る
。

　

本
県
で
は
、
植
物
の
民
俗
調
査
が
精
力
的
に
行
わ
れ
、
人
々
と
野
生
植
物
と

の
関
わ
り
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
野
生
の
き
の
こ
の
研
究
が
遅

れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
き
の
こ
に
関
す
る
民
俗
的
な
情
報
の
収
集
は
ほ
と
ん

ど
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
筆
者
は
本
県
の
野
生
き
の
こ
の
分
布
調
査

と
並
行
し
、
方
言
や
利
用
に
つ
い
て
聞
き
取
り
調
査
を
進
め
て
き
た
。

　

調
査
を
始
め
た
当
初
、
き
の
こ
に
関
す
る
民
俗
的
な
話
は
限
ら
れ
、「
き
の

こ
は
危
険
」「
き
の
こ
は
食
べ
な
い
」
と
い
う
情
報
が
多
か
っ
た
。
き
の
こ
に

詳
し
い
方
は
す
で
に
他
界
さ
れ
て
い
る
地
域
も
あ
り
、
調
査
を
実
施
す
る
に
は

遅
す
ぎ
る
感
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
昔
か
ら
地
元
で
聞
い
て
い
た
き
の
こ
の

方
言
や
利
用
法
を
記
憶
さ
れ
て
い
る
方
や
、
祖
父
母
や
両
親
か
ら
教
え
て
も

ら
っ
た
き
の
こ
を
今
で
も
採
り
に
行
く
方
々
に
お
会
い
す
る
こ
と
が
で
き
、
約

六
百
五
十
件
、約
七
十
種
類
の
き
の
こ
に
関
す
る
情
報
を
収
集
す
る
に
至
っ
た
。

本
県
で
も
海
岸
部
か
ら
山
間
部
ま
で
広
い
範
囲
に
渡
っ
て
、
き
の
こ
が
人
々
の

暮
ら
し
に
取
り
込
ま
れ
、興
味
深
い
利
用
法
や
多
様
な
方
言
で
呼
ば
れ
て
き
た
。

本
稿
で
は
、
宮
崎
県
の
様
々
な
野
生
き
の
こ
の
方
言
や
利
用
に
つ
い
て
紹
介
す

る
。

一　

宮
崎
県
に
お
け
る
主
な
野
生
き
の
こ
の
利
用

　

き
の
こ
は
、
食
卓
を
彩
る
季
節
の
食
べ
物
や
保
存
食
と
し
て
利
用
さ
れ
、
戦

時
中
は
命
を
繋
ぐ
貴
重
な
食
料
と
し
て
も
採
取
さ
れ
て
い
た
。
シ
イ
タ
ケ
を
は

じ
め
、
県
内
各
地
の
様
々
な
場
所
で
き
の
こ
が
採
ら
れ
て
い
る
が
、
最
も
き
の

こ
採
り
が
盛
ん
だ
っ
た
環
境
は
、
海
岸
ク
ロ
マ
ツ
林
と
思
わ
れ
る
。
海
岸
ク
ロ

マ
ツ
林
周
辺
に
住
む
人
々
に
と
っ
て
、
き
の
こ
は
身
近
な
存
在
で
あ
り
、
簡
単

に
採
取
で
き
た
。
海
岸
部
の
ク
ロ
マ
ツ
は
古
く
か
ら
防
風
、
防
潮
、
防
砂
の
目

的
で
植
林
さ
れ
て
き
た
。
昭
和
三
十
年
代
以
前
の
海
岸
ク
ロ
マ
ツ
林
に
は
、
ク

ロ
マ
ツ
林
特
有
の
き
の
こ
が
大
発
生
し
て
い
た
。ク
ロ
マ
ツ
と
共
生
す
る「
シ
ョ

ウ
ロ
」「
シ
モ
コ
シ
」「
ム
ラ
サ
キ
ナ
ギ
ナ
タ
タ
ケ
」
な
ど
が
そ
の
代
表
で
あ
る
。

　

照
葉
樹
林
で
は
、シ
イ
タ
ケ
を
は
じ
め
、「
ホ
ウ
キ
タ
ケ
類
」「
ニ
セ
マ
ツ
タ
ケ
」

「
マ
イ
タ
ケ
」「
シ
ャ
カ
シ
メ
ジ
」
な
ど
が
盛
ん
に
採
ら
れ
き
た
。
特
に
、
ホ
ウ

キ
タ
ケ
類
に
は
様
々
な
呼
び
名
が
付
け
ら
れ
、「
カ
ブ
タ
ケ
」
と
呼
ば
れ
る
ホ

ウ
キ
タ
ケ
は
、
県
中
部
か
ら
県
西
部
に
か
け
て
好
ん
で
採
取
さ
れ
て
い
た
。
根

元
が
株
状
に
な
る
た
め
「
カ
ブ
タ
ケ
、
カ
ッ
タ
ケ
」
と
呼
ば
れ
、
煮
付
け
な
ど

に
す
る
と
鶏
肉
の
よ
う
な
食
感
に
な
り
、
大
変
お
い
し
い
き
の
こ
で
あ
る
。

　

本
県
に
点
在
す
る
ア
カ
マ
ツ
林
で
は
、
範
囲
は
狭
い
が
マ
ツ
タ
ケ
の
発
生
も

あ
る
。
か
つ
て
は
日
南
市
周
辺
で
も
マ
ツ
タ
ケ
が
採
れ
て
い
た
と
い
う
。
し
か

し
、
生
育
地
は
限
ら
れ
、
大
量
に
は
採
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
マ
ツ
タ
ケ

近
縁
種
と
し
て
本
県
で
は
照
葉
樹
林
に
発
生
す
る
「
ニ
セ
マ
ツ
タ
ケ
」
も
各
地

で
採
ら
れ
て
き
た
。
ニ
セ
マ
ツ
タ
ケ
は
「
サ
マ
ツ
タ
ケ
（
早
松
茸
）」
と
呼
ば
れ
、

炊
き
込
み
御
飯
や
お
吸
い
物
に
す
る
。
マ
ツ
タ
ケ
ほ
ど
香
り
は
な
い
が
、
調
理

す
る
と
マ
ツ
タ
ケ
臭
が
強
く
な
る
。
昭
和
三
十
〜
四
十
年
頃
、
ニ
セ
マ
ツ
タ
ケ

や
ホ
ウ
キ
タ
ケ
類
は
市
場
に
も
出
さ
れ
、
高
値
で
取
引
さ
れ
て
い
た
。

　

ブ
ナ
林
に
お
い
て
も
多
様
な
き
の
こ
が
発
生
す
る
。
ブ
ナ
林
は
全
国
各
地
で

き
の
こ
狩
り
が
盛
ん
な
場
所
で
あ
り
、本
県
で
も
き
の
こ
が
採
取
さ
れ
て
い
た
。

現
在
で
は
栽
培
き
の
こ
と
し
て
も
販
売
さ
れ
て
い
る
「
ナ
メ
コ
」「
ム
キ
タ
ケ
」

も
盛
ん
に
採
ら
れ
て
い
た
。

　

日
向
市
周
辺
で
は
牛
の
採
草
地
と
し
て
維
持
さ
れ
て
い
た
笹
の
草
原
で
、
ベ

ニ
ヤ
マ
タ
ケ
が
た
く
さ
ん
採
れ
て
い
た
。
ベ
ニ
ヤ
マ
タ
ケ
は
「
サ
サ
ナ
バ
」
と

呼
ば
れ
、
混
ぜ
御
飯
な
ど
で
食
べ
ら
れ
、
春
の
サ
サ
ナ
バ
採
り
は
、
子
供
た
ち

の
遊
び
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
。

　

サ
ル
ノ
コ
シ
カ
ケ
類
は
、
猟
に
行
く
時
に
持
ち
歩
き
、
火
縄
銃
の
火
種
に
し

て
い
た
。
カ
モ
シ
カ
の
角
の
中
に
細
か
く
し
た
サ
ル
ノ
コ
シ
カ
ケ
類
を
入
れ
、
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猟
を
す
る
と
き
は
首
か
ら
下
げ
て
持
ち
歩
い
て
い
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
椎
葉

村
で
は
、
サ
ル
ノ
コ
シ
カ
ケ
類
に
火
を
つ
け
、
そ
の
煙
を
虫
除
け
に
も
し
て
い

た
。

　

全
国
で
も
珍
し
い
利
用
例
と
し
て
「
ツ
チ
グ
リ
」
を
食
用
に
し
て
い
た
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
。
日
本
で
は
福
島
県
で
食
用
と
し
て
い
る
が
、
高
千
穂
町
や
椎

葉
村
、霧
島
山
周
辺
で
も
食
用
と
さ
れ
て
き
た
。食
用
以
外
に
、椎
葉
村
で
は「
ツ

チ
グ
リ
」
を
と
び
ひ
の
薬
、
川
南
町
な
ど
で
は
傷
薬
や
血
止
め
の
薬
、
諸
塚
村

で
は
水
虫
の
薬
と
し
て
使
っ
て
い
た
。
野
尻
町
で
は
古
く
な
っ
た「
ノ
ウ
タ
ケ
」

が
血
止
め
の
常
備
薬
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
海
岸
ク
ロ
マ
ツ
林
に
発
生
す
る
「
テ
ン
グ
タ
ケ
」
や
雑
木
林
な

ど
に
発
生
す
る
「
ヒ
メ
コ
ナ
カ
ブ
リ
ツ
ル
タ
ケ
」
が
蠅
捕
り
に
使
わ
れ
て
い
た
。

テ
ン
グ
タ
ケ
は
他
県
で
も
ハ
エ
ト
リ
キ
ノ
コ
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
ヒ
メ
コ

ナ
カ
ブ
リ
ツ
ル
タ
ケ
は
、
韓
国
で
の
利
用
例
は
あ
る
が
、
日
本
で
使
わ
れ
て
い

た
こ
と
は
珍
し
い
。
こ
れ
ら
の
き
の
こ
を
御
飯
に
練
り
込
ん
だ
も
の
を
紙
な
ど

に
広
げ
て
お
く
と
、
そ
の
周
り
で
蠅
が
転
が
る
よ
う
に
死
ん
で
い
た
。

　

お
守
り
や
魔
除
け
な
ど
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。「
マ
ン
ネ
ン

タ
ケ
」「
マ
ゴ
ジ
ャ
ク
シ
」
は
幸
福
を
呼
ぶ
き
の
こ
と
し
て
珍
重
さ
れ
、
玄
関

や
軒
下
に
飾
る
風
習
が
あ
る
。
須
木
村
で
は
西
南
戦
争
時
に
兵
士
が
照
葉
樹
林

に
発
生
す
る
「
コ
マ
タ
ケ
」
を
戦
地
に
持
っ
て
行
き
、身
の
安
全
を
祈
願
し
た
。

そ
の
当
時
の
標
本
が
県
総
合
博
物
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

二　

調
査
方
法
に
つ
い
て

　

調
査
は
平
成
九
年
〜
平
成
二
十
二
年
に
実
施
し
た
。聞
き
取
り
に
際
し
て
は
、

「
昭
和
三
十
年
代
以
前
の
話
で
あ
る
か
」「
親
や
祖
父
母
か
ら
聞
い
た
も
の
か
」

「
地
元
の
出
身
で
あ
る
か
」「
図
鑑
で
知
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
」
な
ど
の
点
を

確
認
し
た
。

　

図
鑑
や
聞
き
取
り
例
の
多
い
種
類
を
集
め
た
自
作
の
写
真
集
で
の
照
合
を
基

本
と
し
た
が
、
不
明
な
も
の
に
つ
い
て
は
可
能
な
限
り
現
物
や
乾
燥
標
本
で
照

合
し
て
も
ら
い
、き
の
こ
が
発
生
し
て
い
る
場
合
は
現
地
で
の
確
認
を
行
っ
た
。

＊
主
な
聞
き
取
り
内
容
を
以
下
に
記
し
た
。

１　

き
の
こ
全
般
を
何
と
呼
ん
で
い
た
か
？

２　

シ
イ
タ
ケ
を
何
と
呼
ん
で
い
た
か
？

３　

キ
ク
ラ
ゲ
を
何
と
呼
ん
で
い
た
か
？

４　

採
っ
て
食
べ
て
い
た
野
生
の
き
の
こ
は
な
か
っ
た
か
？
（
ヒ
ラ
タ
ケ
、

　
　

エ
ノ
キ
タ
ケ
な
ど
）

５　

ど
の
よ
う
に
料
理
し
て
い
た
か
？

６　

マ
ツ
タ
ケ
を
何
と
呼
ん
で
い
た
か
？
マ
ツ
タ
ケ
は
こ
の
地
域
で
も
採
ら
れ

　

て
い
た
か
？

７　

照
葉
樹
林
に
出
る
マ
ツ
タ
ケ
を
採
っ
て
い
た
か
？（
ニ
セ
マ
ツ
タ
ケ
な
ど
）

８　

玄
関
や
床
の
間
に
き
の
こ
を
飾
っ
て
い
た
か
？
（
マ
ン
ネ
ン
タ
ケ
、
マ
ゴ

　

ジ
ャ
ク
シ
な
ど
）

９　

蠅
捕
り
や
殺
虫
剤
に
き
の
こ
を
使
っ
て
い
た
か
？

10　

遊
び
に
使
っ
て
い
た
き
の
こ
が
あ
っ
た
か
？
（
ツ
チ
グ
リ
な
ど
）

11　

き
の
こ
を
傷
薬
に
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
か
？
（
ツ
チ
グ
リ
、
ノ
ウ
タ
ケ
な
ど
）

12　

飲
み
薬
に
使
っ
て
い
た
き
の
こ
は
あ
っ
た
か
？
（
サ
ル
ノ
コ
シ
カ
ケ
類
、    

　

メ
シ
マ
コ
ブ
な
ど
）

13　

ホ
ウ
キ
タ
ケ
類
（
ネ
ズ
ミ
ノ
ア
シ
、
ネ
ズ
ミ
ノ
ネ
、
カ
ブ
タ
ケ
な
ど
）　

　

を
食
べ
て
い
た
か
？

14　

猟
を
す
る
時
に
き
の
こ
に
火
を
つ
け
て
持
ち
歩
い
て
い
た
か
？
（
サ
ル      

　

ノ
コ
シ
カ
ケ
類
な
ど
）

15　

酒
の
宴
に
き
の
こ
を
持
っ
て
行
く
こ
と
は
あ
っ
た
か
？
（
ヤ
マ
ブ
シ
タ      

　

ケ
な
ど
）

16　

お
守
り
に
き
の
こ
を
使
っ
て
い
た
か
？

17　

地
元
で
き
の
こ
中
毒
の
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
か
？

18　

毒
き
の
こ
の
見
分
け
方
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
か
？
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19　

そ
の
他
、
き
の
こ
に
関
す
る
情
報
は
な
い
か
？

20　

い
つ
頃
の
話
で
あ
る
か
？
（
大
正
・
昭
和
○
年
ご
ろ
）

21　

い
つ
の
時
期
に
採
取
し
て
い
た
か
？

22　

聞
き
取
り
者
の
名
前
、
生
年
月
日
、
き
の
こ
を
利
用
し
て
い
た
地
名
な
ど

三　

宮
崎
県
に
お
け
る
き
の
こ
の
方
言
と
利
用
に
つ
い
て

○
ア
イ
カ
ワ
タ
ケ 　

サ
ル
ノ
コ
シ
カ
ケ
科

　

【
方
言
名
】
コ
ッ
タ
ケ(

高
原
町
蒲
牟
田
、
高
城
町
）
コ
ブ
タ
ケ
（
高
原
町

　
　

蒲
牟
田
、
山
之
口
町
青
井
岳
）
シ
タ
ケ(

高
原
町
蒲
牟
田
、
山
之
口
町
麓)

○
ア
カ
モ
ミ
タ
ケ 　

ベ
ニ
タ
ケ
科

　

【
方
言
名
】
モ
ン
シ
メ
ジ(

高
原
町
蒲
牟
田)　

モ
ミ
シ
メ
ジ
、
モ
ン
シ
メ
ジ

　
　

(

え
び
の
市
、
小
林
市
生
駒)　

　

・
稲
刈
り
時
期
の
十
月
中
旬
、
雨
が
降
っ
た
後
や
農
作
業
が
休
み
の
時
に
採

　
　

り
に
行
っ
て
い
た
。
塩
焼
き
で
食
べ
て
い
た
。（
え
び
の
市
）

○
ア
ミ
タ
ケ 　

イ
グ
チ
科

　

【
方
言
名
】
ア
ミ
タ
ケ 

、
ア
ミ
ナ
バ(

川
南
町)

　

・
汚
れ
を
落
と
し
て
、
絞
る
よ
う
に
水
洗
い
す
る
と
黒
い
ネ
バ
ネ
バ
し
た
汁

　
　

が
で
る
。
黒
い
汁
が
出
な
く
な
る
ま
で
洗
う
と
大
き
さ
も
か
な
り
萎
む
。

　
　

砂
糖
醤
油
で
油
炒
め
、
味
噌
汁
。(

川
南
町)

○
ウ
ス
キ
キ
ヌ
ガ
サ
タ
ケ 　

ス
ッ
ポ
ン
タ
ケ
科

　

【
方
言
名
】
ア
ミ
タ
ケ(

椎
葉
村
向
山
、
須
木
村
中
原
）

○
ウ
ス
タ
ケ 　

ラ
ッ
パ
タ
ケ
科

　

【
方
言
名
】
チ
ョ
ッ
タ
ケ(

小
林
市
生
駒)

　

・
名
前
は
お
猪
口
に
似
る
こ
と
に
由
来
す
る
。

○
ウ
ス
ヒ
ラ
タ
ケ 　

ヒ
ラ
タ
ケ
科

　

【
方
言
名
】
カ
タ
ハ(

え
び
の
市)　

カ
タ
ヒ
ラ
ナ
バ(

田
野
町
乙)

　

・
味
噌
汁
（
え
び
の
市
・
田
野
町
）

○
ウ
ラ
ム
ラ
サ
キ 　

キ
シ
メ
ジ
科

　

【
方
言
名
】
フ
ジ
ダ
カ(

小
林
市
生
駒) 

チ
ャ
ナ
バ(

宮
崎
市
赤
江)

 　

 

ス
ネ
ナ
ガ
ボ
ン
サ
ン(

高
鍋
町
堀
の
内
・
新
富
町
野
口)

　

・
薄
い
紫
色
で
、
列
を
つ
く
る
。
一
箇
所
か
ら
何
本
も
出
た
。
卵
と
じ
、
味

　
　

噌
汁
、
お
吸
い
物
、
炒
め
物
。（
新
富
町
野
口)

○
キ
ツ
ネ
タ
ケ
属
の
一
種　

キ
シ
メ
ジ
科

　

【
方
言
名
】
ア
シ
ナ
ガ(

高
鍋
町
蚊
口)

　

・
海
岸
ク
ロ
マ
ツ
林
の
地
面
に
出
る
。
茶
色
で
高
さ
四
〜
五
ｃ
ｍ
、
傘
の
直

　
　

径
一
〜
二
ｃ
ｍ
く
ら
い
。
ヒ
ダ
は
白
い
。

○
エ
ノ
キ
タ
ケ 　

キ
シ
メ
ジ
科

　

【
方
言
名
】
エ
ノ
キ
ナ
バ(

川
南
町
坂
ノ
上)

　

・
昭
和
十
五
年
頃
、
秋
か
ら
冬
、
エ
ノ
キ
の
切
株
に
出
て
い
た
。
エ
ノ
キ
は
、

　
　

以
前
は
家
の
周
り
に
多
く
、
切
り
株
も
多
か
っ
た
。
一
．
二
〜
一
．
五
ｍ

　
　

く
ら
い
の
長
さ
に
玉
切
り
に
し
た
エ
ノ
キ
を
二
、三
年
寝
か
せ
て
お
く
と
、

　
　

菌
類
が
入
り
込
み
、
材
に
黒
く
美
し
い
模
様
の
シ
ミ
が
で
き
る
。
表
面
は
、

　
　

ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
る
が
中
心
の
随
の
部
分
は
硬
い
。
そ
の
部
分
を
和
箪
笥
の

　
　

前
板
に
し
て
い
た
。
味
噌
汁
。

○
オ
オ
キ
ツ
ネ
タ
ケ 　

キ
シ
メ
ジ
科

　

【
方
言
名
】
ス
ネ
ナ
ガ
ナ
バ
、
ス
ネ
ン
コ
ナ
バ(

川
南
町
込
ノ
口
・
坂
ノ
上
・

　

中
里
市
納)

　

・
昭
和
十
年
頃
、
ク
ロ
マ
ツ
の
周
辺
よ
く
に
出
て
い
た
。
汁
物
。(

川
南
町

　
　

込
ノ
口)

　

・
ス
ネ
ン
コ
と
は
膝
の
こ
と
。
昭
和
十
五
〜
二
十
年
頃
、
馬
車
が
通
る
地
面

　
　

の
固
い
と
こ
ろ
か
ら
五
十
㎝
く
ら
い
離
れ
た
と
こ
ろ
に
多
か
っ
た
。
ム
ラ

　
　

サ
キ
ナ
ギ
ナ
タ
ケ
や
ハ
ツ
タ
ケ
な
ど
の
時
期
に
出
る
。
サ
ン
Ａ
工
場
か
ら

　
　

都
農
町
名
貫
ま
で
は
、
落
下
傘
部
隊
の
練
習
場
が
あ
り
、
練
習
場
で
な
い

　
　

と
こ
ろ
は
一
面
松
林
だ
っ
た
。
サ
ン
Ａ
工
場
の
東
側
で
採
っ
て
い
た
。
味

　
　

噌
汁
。（
川
南
町
坂
ノ
上
）

　

・
川
南
国
立
病
院
の
敷
地
は
以
前
は
ク
ロ
マ
ツ
林
に
囲
ま
れ
て
い
た
。
戦
後
、



— 74 —— 75 —

　
　

春
と
秋
に
日
常
的
に
採
取
し
て
い
た
。
川
南
か
ら
銀
座
も
ク
ロ
マ
ツ
林
が

　
　

広
が
り
、
ス
ネ
ナ
ガ
が
採
れ
て
い
た
。
真
夏
と
真
冬
以
外
は
ほ
と
ん
ど
採

　
　

れ
て
い
た
。
畑
の
周
り
に
あ
る
松
の
下
の
黒
土
に
よ
く
出
て
い
た
。（
川

　
　

南
町
中
里
）

　

・
約
七
十
年
前
、
唐
瀬
原
中
学
校
か
ら
込
ノ
口
ま
で
や
、
銀
座
の
唐
瀬
側
に

　
　

広
い
松
原
が
あ
り
、
子
供
た
ち
だ
け
で
低
い
マ
ツ
の
中
に
腰
を
か
が
め
て

　
　

入
っ
て
採
っ
て
い
た
。 (

川
南
町
市
納)

○
オ
オ
ミ
ヤ
マ
ト
ン
ビ
マ
イ 　

ミ
ヤ
マ
ト
ン
ビ
マ
イ
タ
ケ
科

　

【
方
言
名
】
キ
シ
タ
ケ(
山
之
口
町
麓)

○
カ
キ
シ
メ
ジ 　

キ
シ
メ
ジ
科

【
方
言
名
】
チ
ャ
ナ
バ(

宮
崎
市
山
崎
町) 

シ
メ
ジ
、 

チ
ャ
イ
ロ
ナ
バ(

宮
崎

市
赤
江) 

ハ
ル
バ
サ
ン
ナ
バ(

宮
崎
市
山
崎
町　

＊
初
め
て
食
べ
た
人
の
名

が
呼
び
名
と
な
っ
た
。)　

○
カ
ノ
シ
タ 　

カ
ノ
シ
タ
科

　

・
ム
キ
タ
ケ
が
採
れ
な
い
時
に
仕
方
な
く
採
っ
て
帰
る
き
の
こ
だ
っ
た
。

　
　

(

椎
葉
村
向
山)

○
カ
ラ
カ
サ
タ
ケ 　

ハ
ラ
タ
ケ
科

　

【
方
言
名
】
カ
ラ
カ
サ
ナ
バ(

椎
葉
村
向
山)

○
カ
ワ
ラ
タ
ケ 　

サ
ル
ノ
コ
シ
カ
ケ
科

　

・
腫
れ
物
が
で
き
た
と
き
の
塗
り
薬
と
し
て
使
っ
て
い
た
。
作
り
方
は
、
カ

ワ
ラ
タ
ケ
を
直
接
火
で
炙
り
、
真
っ
黒
に
焼
い
た
も
の
を
砕
い
て
細
か

い
炭
に
す
る
。
そ
の
炭
を
ご
飯
粒
に
練
り
込
み
、
和
紙
に
広
げ
、
化
膿

し
た
患
部
に
あ
て
て
お
く
と
膿
ん
で
い
た
部
分
が
直
っ
た
。
子
供
が
膝

を
擦
り
む
い
た
時
は
、
カ
ワ
ラ
タ
ケ
を
火
で
炙
り
、
黒
焼
き
に
し
た
も

の
を
患
部
に
直
接
貼
っ
て
治
し
て
い
た
。（
田
野
町
乙
）

○
キ
ク
ラ
ゲ
、
ア
ラ
ゲ
キ
ク
ラ
ゲ 　

キ
ク
ラ
ゲ
科

【
方
言
名
】
キ
ク
ラ(

野
尻
町
城
原
、
小
林
市
生
駒
、
高
崎
町
江
平
、
山
田

町
平
山　

古
江
、
北
郷
町
黒
荷
田
、
日
南
市
、
南
郷
町
、
串
間
市)

ミ
ミ
チ
ャ

バ(

高
岡
町　

穆
佐)

ミ
ミ
ナ
バ(

北
川
町
家
田
、
五
ヶ
瀬
町
鞍
岡
、
高
千

穂
町
三
田
井
・
押
方
・
五
ケ
所
、
諸
塚
村
水
見
、
椎
葉
村
向
山
・
尾
前
、
西

郷
村
、
南
郷
村
、
都
農
町
、
川
南
町
坂
ノ
上
、
高
鍋
町
堀
の
内
、
新
富
町
野
口
、

西
都
市
寒
川
、
宮
崎
市
赤
江
、
国
富
町
八
代
、
綾
町
入
野
、
高
原
町
蒲
牟
田
、

須
木
村
中
原
、
え
び
の
市)　

ミ
ミ
ノ
ハ(

西
都
市
三
納
、
田
野
町
乙)

　

・
半
ば
腐
り
か
け
の
木
に
よ
く
出
る
。(

新
富
町
野
口)　

　

・
ク
ワ
ノ
キ
に
よ
く
出
て
い
た
。(

高
千
穂
町
五
ケ
所)　

　

・
ニ
ワ
ト
コ
の
木
に
よ
く
出
て
い
た
。(

椎
葉
村)

　

・
ち
ら
し
寿
司
の
具
に
使
っ
て
い
た
。(

西
都
市
寒
川)

　

・
ア
ラ
ゲ
キ
ク
ラ
ゲ
は
採
ら
な
か
っ
た
。(

山
田
町
古
江)

　

・
シ
イ
タ
ケ
と
同
様
に
乾
燥
さ
せ
て
保
存
し
て
い
た
。(

日
南
市
大
窪)

　

・
昔
は
エ
ノ
キ
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
か
ら
黒
砂
糖
を
作
る
薪
に

　
　

す
る
た
め
に
切
り
倒
し
て
い
た
。
キ
ク
ラ
ゲ
は
エ
ノ
キ
の
切
り
株
に
よ
く

　
　

出
て
い
た
。
ア
ラ
ゲ
キ
ク
ラ
ゲ
を
食
べ
て
い
た
。（
日
南
市
平
山
）

○
キ
ヌ
ガ
サ
タ
ケ 　

ス
ッ
ポ
ン
タ
ケ
科

　

【
方
言
名
】
ア
ミ
タ
ケ(

椎
葉
村
向
山)

○
き
の
こ
全
般  

　

【
方
言
名
】
ス
シ
イ(

椎
葉
村
向
山)　

ナ
バ
（
北
浦
町
三
川
内
、
五
ヶ
瀬
町

　

鞍
岡
、
高
千
穂
町
、
延
岡
市
、
椎
葉
村
尾
前
、
諸
塚
村
水
見
、
北
郷
村
宇
納
間
、

　

日
向
市
田
ノ
原
、
川
南
町
川
南
・
坂
ノ
上
、
高
鍋
町
堀
の
内
、
宮
崎
市
、
高

　

原
町
蒲
牟
田
、
高
崎
町
江
平
、
山
田
町
平
山
、
日
南
市
、
串
間
市) 

　

・
地
面
か
ら
出
る
き
の
こ
を
「
ジ
ナ
バ
」
と
呼
ぶ
。（
県
内
全
域
）

○
キ
ハ
ツ
タ
ケ 　

ベ
ニ
タ
ケ
科

　

【
方
言
名
】
ツ
ガ
シ
メ
ジ(

小
林
市
生
駒
、
え
び
の
市)  

ト
ガ
シ
メ
ジ(

小

　

林
市
生
駒)   

＊
ト
ガ
は
ツ
ガ
の
こ
と
で
、
ツ
ガ
の
下
に
出
る
こ
と
に
由
来
。

　

・
塩
焼
き
（
え
び
の
市
）

　

・
味
噌
汁
、
天
ぷ
ら(

小
林
市
生
駒)　

○
ク
リ
タ
ケ 　

モ
エ
ギ
タ
ケ
科

　

【
方
言
名
】
ス
シ
イ
、
ス
シ
イ
ナ
バ(

椎
葉
村
尾
前)

　

・
味
噌
汁
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○
コ
ウ
タ
ケ 　

イ
ボ
タ
ケ
科

　

【
方
言
名
】
カ
オ
リ
タ
ケ(

小
林
市
生
駒) 

ク
ロ
ナ
バ
（
須
木
村
中
原
）
コ

　

ウ
タ
ケ(

日
向
市
田
ノ
原)  

ケ
ナ
バ(

五
ヶ
瀬
町
鞍
岡
、
高
千
穂
町
向
山
、

　

椎
葉
村
向
山
、
南
郷
村
上
渡
川)　

 

ド
ン
ク
ナ
バ(

南
郷
村
上
渡
川)

　

・
乾
燥
さ
せ
て
保
存
し
て
い
た
。
味
噌
汁
。(

五
ヶ
瀬
町
鞍
岡)

　

・「
ケ
ナ
バ
」
は
針
状
の
ひ
だ
を
毛
に
見
た
て
た
。(

高
千
穂
町
向
山)

　

・
カ
シ
類
、
タ
ブ
の
下
が
多
い
。
乾
燥
さ
せ
ず
、
七
輪
で
焼
い
て
焼
酎
を
飲

　
　

み
な
が
ら
食
べ
て
い
た
。(

椎
葉
村
向
山)

　

・
湯
が
い
て
食
べ
て
い
た
。(
日
向
市
田
ノ
原)

　

・「
ド
ン
ク
ナ
バ
」
と
は
、
蛙
に
似
て
い
る
こ
と
に
由
来
す
る
。
あ
く
抜
き

　
　

し
て
食
べ
る
。(

南
郷
村
上
渡
川)

　

・
乾
燥
さ
せ
て
煮
し
め
で
食
べ
る
。（
須
木
村
中
原
）

○
コ
フ
キ
サ
ル
ノ
コ
シ
カ
ケ 　

サ
ル
ノ
コ
シ
カ
ケ
科

　

【
方
言
名
】
ウ
メ
ノ
キ
ナ
バ(

南
郷
村
上
渡
川)
サ
ル
ノ
シ
リ
ス
ケ(

宮
崎
市

　

加
江
田)

　

・
正
月
の
し
め
縄
に
つ
け
た
り
、
玄
関
に
飾
る
。（
宮
崎
市
加
江
田
）

○
コ
マ
タ
ケ 　

マ
ン
ネ
ン
タ
ケ
科

　

・
西
南
戦
争
出
兵
時
、
身
の
安
全
を
祈
願
す
る
た
め
に
懐
に
入
れ
て
持
っ
て

　
　

行
っ
た
。（
須
木
村
鳥
田
）

○
ゴ
ム
タ
ケ 　

ズ
キ
ン
タ
ケ
科

　

【
方
言
名
】
コ
ン
ニ
ャ
ク
ナ
バ(

椎
葉
村
向
山)

　

・
シ
イ
タ
ケ
の
ほ
だ
木
に
出
て
い
た
。
全
部
の
ほ
だ
木
に
は
出
な
い
。
コ
リ

　
　

コ
リ
し
た
黒
色
の
き
の
こ
。
コ
ン
ニ
ャ
ク
の
よ
う
な
食
感
で
、
そ
の
場
で

　
　

生
で
食
べ
る
。
コ
ン
ニ
ャ
ク
ナ
バ
が
出
る
ほ
だ
木
は
シ
イ
タ
ケ
の
出
来
が

　
　

あ
ま
り
よ
く
な
い
。(

椎
葉
村
向
山)

○
サ
ク
ラ
シ
メ
ジ 　

ヌ
メ
リ
ガ
サ
科

　

【
方
言
名
】ホ
サ
ダ
ケ（
田
野
町
乙
）ホ
サ
ナ
バ(

高
岡
町
穆
佐
、山
之
口
町 

麓)

　

・「
ホ
サ
」
と
は
、
コ
ナ
ラ
の
こ
と
。
コ
ナ
ラ
の
下
に
出
る
。（
田
野
町
乙
）

　

・
ケ
ロ
ウ
ジ
と
よ
く
一
緒
に
出
る
。
秋
に
出
る
最
後
の
き
の
こ
。
油
炒
め
や

　
　

煮
付
け
。
い
い
出
汁
が
出
る
。（
高
岡
町
穆
佐
）

○
サ
サ
タ
ケ 　

フ
ウ
セ
ン
タ
ケ
科

　

【
方
言
名
】
チ
ャ
ナ
バ(

宮
崎
市
山
崎
町)

○
サ
ル
ノ
コ
シ
カ
ケ
類　

　

＊
西
日
本
で
は
、
シ
ロ
カ
イ
メ
ン
タ
ケ
が
火
口
（
ほ
く
ち
）
や
燃
や
し
た
煙

　
　

を
虫
除
け
に
し
て
い
た
（
根
田
、
二
０
０
三
）。
今
回
の
調
査
で
も
同
様

　
　

の
情
報
を
得
た
が
種
名
は
不
明
で
あ
っ
た
。

　

・
火
縄
銃
で
猟
を
す
る
時
、
筒
の
中
に
サ
ル
ノ
コ
シ
カ
ケ
を
乾
燥
し
て
粉
末

　
　

に
し
た
も
の
を
入
れ
て
い
た
。
猟
場
に
着
い
た
ら
、
火
打
ち
石
で
サ
ル
ノ

　
　

コ
シ
カ
ケ
に
火
を
つ
け
て
か
ら
猟
を
始
め
た
。
乾
燥
し
て
粉
末
に
し
た
サ

　
　

ル
ノ
コ
シ
カ
ケ
が
一
番
火
持
ち
が
よ
か
っ
た
。 (

五
ヶ
瀬
町)

　

・
カ
モ
シ
カ
の
角
に
き
の
こ
を
入
れ
て
、
火
を
付
け
て
い
た
。
き
の
こ
は
、

　
　

サ
ル
ノ
コ
シ
カ
ケ
の
仲
間
で
手
の
平
く
ら
い
の
大
き
さ
。
白
っ
ぽ
い
色
で

　
　

厚
さ
一
㎝
く
ら
い
。
周
辺
が
薄
く
な
る
。
乾
燥
さ
せ
て
砕
い
て
粉
状
に
し

　
　

た
も
の
を
カ
モ
シ
カ
の
角
に
入
れ
、
首
か
ら
ぶ
ら
下
げ
て
い
た
。
昭
和
十

　
　

年
頃
の
話
。(

五
ヶ
瀬
町
波
帰)

　

・
火
縄
銃
の
火
種
に
使
っ
て
い
た
。(

高
千
穂
町
五
ケ
所)

　

・
股
の
下
に
紐
で
き
の
こ
を
ぶ
ら
下
げ
て
、
火
を
付
け
る
。
猟
に
行
く
時
は
、

　
　

そ
の
煙
を
虫
除
け
に
し
て
い
た
。(

椎
葉
村
尾
前)

　

・
昭
和
二
十
年
頃
、
サ
ケ
ス
イ
ナ
バ
と
呼
ぶ
き
の
こ
を
、
結
婚
式
の
宴
会
な

　
　

ど
お
酒
を
た
く
さ
ん
飲
む
集
ま
り
に
乾
燥
さ
せ
た
も
の
を
持
っ
て
行
っ

　
　

た
。
飲
め
な
い
人
は
お
酒
を
き
の
こ
に
し
み
込
ま
せ
て
い
た
。
ブ
ナ
の
森

　
　

の
倒
木
に
出
る
。
手
の
平
の
よ
う
な
形
で
色
は
ピ
ン
ク
色
。
重
な
っ
て
出

　
　

る
こ
と
は
な
い
。
味
噌
汁
や
煮
付
け
で
食
べ
る
が
お
い
し
く
な
か
っ
た
。

　
　

(

椎
葉
村
尾
前)

○
シ
イ
タ
ケ 　

ヒ
ラ
タ
ケ
科

　

【
方
言
名
】
キ
ノ
コ
（
山
之
口
町
麓
）
シ
イ
タ
ケ
ナ
バ
（
椎
葉
村
向
山
）

　

ナ
バ
（
北
川
町
家
田
、
高
千
穂
町
三
田
井
・
押
方
、
南
郷
村
鬼
神
野
、
北
郷

　

村
宇
納
間
、
諸
塚
村
水
見
、
椎
葉
村
尾
前
、
都
農
町
、
西
都
市
寒
川
、
宮
崎
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市
、
田
野
町
乙
、
綾
町
入
野
、
高
原
町
蒲
牟
田
、
山
田
町
平
山
、
北
郷
町
谷

　

口
、
小
林
市
生
駒
、
須
木
村
中
原
、
え
び
の
市
、
山
之
口
町
麓
、
三
股
町
、

　

日
南
市
、
南
郷
町
、
串
間
市
）

　

・
山
で
塩
を
か
け
て
焼
い
て
食
べ
て
い
た
。(

南
郷
村
鬼
神
野)

　

・
十
一
月
頃
に
、
生
き
た
ナ
ラ
に
鉈
で
切
れ
目
を
入
れ
、
舐
め
て
甘
け
れ
ば
、

　
　

ほ
だ
木
に
し
て
い
た
。
甘
い
と
水
の
動
き
が
止
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
他
、

　
　

木
に
耳
を
当
て
て
水
が
流
れ
る
音
を
聞
き
、
ほ
だ
木
に
し
て
よ
い
か
判
断

　
　

し
て
い
た
。
シ
イ
タ
ケ
は
年
に
六
回
生
え
る
。(

椎
葉
村
向
山)

　

・
火
縄
銃
の
火
薬
の
量
を
増
や
す
た
め
に
、
シ
イ
タ
ケ
を
乾
燥
さ
せ
、
粉
に

　
　

し
て
火
薬
に
足
し
て
い
た
。
シ
イ
タ
ケ
は
量
が
た
く
さ
ん
採
れ
、
乾
燥
さ

　
　

せ
る
と
火
の
つ
き
が
い
い
。
他
の
き
の
こ
で
は
こ
ん
な
こ
と
は
で
き
な
か

　
　

っ
た
。　

(

椎
葉
村
向
山)

　

・
秋
に
シ
イ
や
カ
シ
の
枝
が
落
ち
て
、
二
年
目
に
出
る
。
大
き
な
木
は
三
年

　
　

目
に
出
る
。
エ
ノ
キ
に
も
出
て
い
た
。
天
日
で
乾
燥
さ
せ
た
方
が
香
り
が

　
　

い
い
。(

綾
町
入
野)

　

・
台
風
が
通
過
し
て
二
〜
三
週
間
後
に
大
発
生
し
て
い
た
。(

高
原
町
蒲
牟

　
　

田)

　

・
サ
ク
ラ
の
木
に
生
え
た
も
の
は
毒
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
た
。(

小
林
市

　
　

生
駒)

　

・
明
治
初
め
の
日
南
は
照
葉
樹
林
が
多
く
、
シ
イ
タ
ケ
も
よ
く
採
れ
て
い
た
。

　
　

(

日
南
市
大
窪)

○
シ
モ
コ
シ 　

キ
シ
メ
ジ
科

　

【
方
言
名
】
キ
ン
タ
ケ(

日
向
市
、
佐
土
原
町
、
宮
崎
市
赤
江
・
蠣
原
・
山
崎
町) 

　

シ
メ
ジ
、
ア
オ
シ
メ
リ
（
高
鍋
町
堀
の
内
、
新
富
町
野
口)

　

・
吸
い
物
、
味
噌
汁
、
煮
付
け
で
食
べ
た
。
煮
付
け
は
シ
ョ
ウ
ロ
も
一
緒
に

　
　

入
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。（
佐
土
原
町
）

　
　

シ
ョ
ウ
ロ
は
浜
の
近
く
、
シ
モ
コ
シ
は
や
や
内
陸
側
に
多
い
。
一
個
見
つ

　
　

け
る
と
何
個
も
見
つ
か
っ
た
。
豆
腐
や
ネ
ギ
と
一
緒
に
砂
糖
醤
油
な
ど
で

　
　

炒
め
た
。（
高
鍋
町
堀
の
内
、
新
富
町
野
口)

　

・
シ
モ
コ
シ
の
こ
と
を
「
オ
キ
ナ
バ
」
と
も
い
う
。
オ
キ
と
は
「
沖
」
の
意

　
　

味
で
、
海
岸
近
く
に
出
る
こ
と
に
よ
る
。
終
戦
前
〜
昭
和
五
十
年
く
ら
い

　
　

ま
で
が
よ
く
出
て
い
た
。
十
〜
十
一
月
く
ら
い
、稲
を
刈
る
と
き
に
採
る
。

　
　

オ
キ
ナ
バ
は
コ
ケ
を
押
し
上
げ
る
た
め
、
コ
ケ
の
盛
り
上
が
り
が
探
す
時

　
　

の
目
安
と
な
る
。
煮
付
け
、
肉
と
一
緒
に
肉
じ
ゃ
が
、
味
噌
汁
で
食
べ
る
。

　
　

根
元
が
お
い
し
い
。
根
元
は
砂
が
入
り
込
み
、
洗
っ
て
も
完
全
に
取
れ
な

　
　

い
た
め
、
包
丁
の
先
で
砂
を
削
り
落
と
し
て
い
た
。（
宮
崎
市
山
崎
町
）  

　

・
砂
地
を
掻
い
た
場
所
は
発
生
が
悪
い
。
す
ま
し
汁
。（
宮
崎
市
蠣
原
）

○
シ
ャ
カ
シ
メ
ジ 　

キ
シ
メ
ジ
科

　

【
方
言
名
】シ
メ
ジ(

西
都
市
三
納
、高
原
町
蒲
牟
田) 

セ
ン
ボ
ン
シ
メ
ジ(

日

　

之
影
町
見
立
、
西
郷
村
小
原
、
南
郷
村
鬼
神
野
、
北
郷
村
宇
納
間
、
諸
塚
村

　

水
見
、
西
都
市
寒
川
、
綾
町
入
野
、
野
尻
町
城
原
、
高
崎
町
江
平
、
山
田
町

　

平
山
、
高
城
町
、
山
之
口
町
青
井
岳
・
麓)  

セ
ン
ボ
ン
ナ
バ(

西
米
良
村)

　

・
味
噌
汁
（
県
内
全
域
）

　

・
煮
し
め(

山
田
町
平
山)

○
シ
ョ
ウ
ロ 　

シ
ョ
ウ
ロ
科

　

【
方
言
名
】
シ
ュ
ロ(

川
南
町
坂
ノ
上
、
高
鍋
町
鴫
野
、
川
南
町
伊
倉
、
日

　

南
市
平
山
）
フ
ク
レ
ダ
ゴ(

宮
崎
市
山
崎)

シ
ュ
ー
ロ(

宮
崎
市
赤
江
、蠣
原
、

　

日
南
市　

大
堂
津
・
平
山
）

 　

＊
発
生
し
た
ば
か
り
の
白
色
の
シ
ョ
ウ
ロ

コ
メ
シ
ュ
ー
ロ(

宮
崎
市
赤
江)

コ
メ
ジ
ュ
ー
ロ(

宮
崎
市
蠣
原)

コ
メ

ジ
ョ
ウ
ロ(

高
鍋
町
堀
の
内
、新
富
町
野
口
、宮
崎
市
赤
江)

コ
メ
ダ
ゴ(

宮

崎
市
山
崎)

コ
メ
ン
ダ
ゴ(

佐
土
原
町
前
牟
田
、宮
崎
市
山
崎
町)

シ
ロ(

新

富
町
野
口)

シ
ロ
ダ
ゴ(

宮
崎
市
山
崎
町)

シ
ロ
ン
ゴ
ン
ゴ（
日
南
市
平
山
）

ダ
ゴ
ジ
ロ(

高
鍋
町
堀
の
内
、
新
富
町
下
富
田
・
野
口
、
佐
土
原
町
前
牟

田
、
宮
崎
市
住
吉
・
山
崎
町)

　

＊
や
や
老
成
し
、
茶
色
に
な
っ
た
シ
ョ
ウ
ロ

　
　

ア
ワ
ジ
ョ
ウ
ロ(

高
鍋
町
堀
の
内
、
新
富
町
野
口)　

ク
ロ
ダ
ゴ(

宮
崎

　
　

市
山
崎)
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物
園
か
ら
一
ツ
葉
有
料
道
路
の
間
で
多
く
採
れ
た
。
五
〜
六
月
に
採
り
に

行
き
、
一
回
行
く
と
一
升
く
ら
い
採
れ
た
。
塩
路
周
辺
は
砂
地
に
サ
ツ

マ
イ
モ
を
た
く
さ
ん
作
っ
て
い
た
。
唐
芋
飴
を
作
る
窯
が
二
十
〜
三
十

軒
く
ら
い
あ
り
、
燃
料
と
し
て
大
量
の
松
葉
を
集
め
て
い
た
。
ク
ロ
マ

ツ
林
は
営
林
署
が
管
理
し
、
地
区
で
許
可
を
も
ら
い
、
一
斉
に
松
葉
を

集
め
て
い
た
。
キ
ン
チ
ク
（
ホ
ウ
ラ
イ
チ
ク
）
の
新
芽
を
割
っ
た
も
の

で
松
葉
を
ま
と
め
て
い
た
。
松
葉
集
め
は
「
松
葉
掻
き
」
と
言
い
、
集

め
た
松
葉
は
馬
車
で
運
び
出
し
て
い
た
。
余
っ
た
松
葉
は
農
家
以
外
の

家
庭
に
売
ら
れ
て
い
た
。(

宮
崎
市
住
吉) 

　

・
た
く
さ
ん
採
れ
た
と
き
は
炒
め
物
、
少
な
い
と
き
は
味
噌
汁
で
食
べ
て
い

た
。
卵
と
じ
で
も
食
べ
る
。
今
の
赤
江
ゴ
ル
フ
場
周
辺
は
煙
草
の
栽
培

が
盛
ん
だ
っ
た
が
、
今
は
少
な
く
な
り
、
松
葉
を
集
め
な
く
な
っ
た
。

松
葉
は
煙
草
の
苗
床
に
し
て
い
た
。
集
め
た
松
葉
は
稲
藁
で
結
び
、
背

中
に
背
負
っ
て
出
し
て
い
た
。
地
区
毎
に
松
葉
を
集
め
る
区
域
が
決
ま
っ

て
い
た
。(

宮
崎
市
赤
江
・
蠣
原) 

　

・
お
吸
い
物
、
味
噌
汁(

高
鍋
町
蚊
口)

　

・
シ
ョ
ウ
ロ
は
四
月
く
ら
い
に
採
り
に
行
っ
て
い
た
。
か
つ
て
、
海
岸
に
は

大
き
な
松
が
あ
っ
た
が
マ
ツ
ク
イ
ム
シ
の
被
害
で
全
部
枯
れ
た
。
昭
和

四
十
七
年
く
ら
い
ま
で
は
高
鍋
町
の
小
中
学
校
が
遠
足
に
来
て
い
た
。
松

林
の
中
は
走
っ
て
遊
べ
る
く
ら
い
松
が
大
き
く
立
派
だ
っ
た
。(

高
鍋
町

鴫
野) 

　

・
ア
ワ
ジ
ョ
ウ
ロ
の
方
が
歯
ご
た
え
が
あ
っ
た
。
シ
ロ
の
方
が
よ
い
と
い
う

人
も
い
た
。
一
個
見
つ
け
る
と
何
個
も
集
団
で
見
つ
か
っ
た
。
昭
和

四
十
五
年
く
ら
い
ま
で
採
れ
た
。
シ
ョ
ウ
ロ
は
臭
い
で
出
て
い
る
の
が

分
か
っ
た
。
海
に
近
い
方
が
多
く
採
れ
た
。
風
が
吹
く
と
松
葉
が
落
ち

る
の
で
、
昔
は
風
が
吹
い
た
次
の
日
は
松
葉
集
め
に
行
っ
て
い
た
。
昭

和
二
十
八
、
二
十
九
年
く
ら
い
か
ら
営
林
署
の
管
理
が
厳
し
く
な
り
、
年

に
二
〜
三
度
、
ま
と
め
て
松
葉
集
め
に
行
っ
て
い
た
。(

高
鍋
町
堀
之
内
、

新
富
町
野
口)  

ム
ギ
シ
ュ
ー
ロ(

宮
崎
市
赤
江)

ム
ギ
ジ
ュ
ー
ロ(

宮
崎
市
蠣
原)

ム
ギ

ジ
ョ
ウ
ロ(

宮
崎
市
赤
江)

ム
ギ
ジ
ロ
（
日
南
市
平
山
）
ム
ギ
ダ
ゴ(

宮

崎
市
山
崎
町)

ム
ギ
ン
ダ
ゴ(

佐
土
原
町
前
牟
田)

　

・「
ダ
ゴ
ジ
ロ
」
と
は
、
団
子
の
よ
う
に
砂
を
膨
ら
ま
せ
て
出
て
い
る
と
い

う
意
味
。
雨
が
降
っ
た
後
に
砂
の
中
か
ら
出
て
き
た
シ
ョ
ウ
ロ
を
「
フ
ク

レ
ダ
ゴ
」
と
呼
ん
で
い
た
。
砂
を
少
し
持
ち
上
げ
、
表
面
に
出
て
い
な

い
シ
ョ
ウ
ロ
を
見
つ
け
る
に
は
熟
練
が
必
要
だ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
シ
ョ

ウ
ロ
を
見
つ
け
る
と
嬉
し
か
っ
た
。
雨
が
降
る
と
砂
に
十
文
字
の
ヒ
ビ

が
入
っ
て
い
た
。
採
集
は
十
二
月
か
ら
三
月
二
十
日
く
ら
い
ま
で
だ
っ

た
。
四
月
以
降
に
な
る
と
シ
ョ
ウ
ロ
に
虫
が
付
い
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

今
は
シ
ョ
ウ
ロ
を
見
か
け
る
こ
と
も
な
く
な
っ
た
。

シ
ョ
ウ
ロ
採
り
は
、
朝
早
く
夜
が
明
け
る
前
に
出
か
け
た
。
先
を
二
本

残
し
た
壊
れ
た
ガ
ン
ゼ
キ
を
使
い
、
そ
の
先
で
シ
ョ
ウ
ロ
を
掘
り
出
す
。

シ
ョ
ウ
ロ
は
砂
こ
ら
（
草
が
生
え
て
い
な
い
砂
だ
け
の
場
所
）
に
よ
く

出
て
い
た
。
砂
こ
ら
に
出
る
シ
ョ
ウ
ロ
が
お
い
し
か
っ
た
。

採
っ
て
き
た
シ
ョ
ウ
ロ
を
水
に
浮
か
べ
、
松
葉
で
撫
で
る
よ
う
に
洗
う

と
砂
が
き
れ
い
に
落
ち
た
。
水
を
吸
わ
せ
、
何
回
絞
っ
て
も
味
が
良
か
っ

た
。
洗
う
時
は
コ
メ
ジ
ョ
ウ
ロ
は
そ
の
ま
ま
で
い
い
が
、
ム
ギ
ジ
ョ
ウ

ロ
は
何
度
も
臭
い
汁
を
絞
り
出
し
て
食
べ
た
。
コ
メ
ジ
ョ
ウ
は
軟
ら
か

く
、
ム
ギ
ジ
ョ
ウ
ロ
の
方
が
歯
ご
た
え
が
あ
っ
て
お
い
し
か
っ
た
。

シ
ョ
ウ
ロ
は
戦
前
か
ら
昭
和
四
十
年
く
ら
い
ま
で
売
り
に
出
し
て
い
た
。

住
吉
に
市
場
が
あ
り
、
仲
買
人
が
県
外
に
シ
ョ
ウ
ロ
を
送
っ
て
い
た
。
終

戦
後
は
米
一
升
と
シ
ョ
ウ
ロ
一
升
が
同
じ
値
段
だ
っ
た
。 

小
さ
な
竹
カ

ゴ
を
つ
く
り
、
松
葉
を
添
え
て
売
り
に
出
し
て
い
た
。
晴
れ
の
日
、
砂
に

埋
も
れ
て
い
る
シ
ョ
ウ
ロ
に
は
虫
が
入
っ
て
お
ら
ず
、
高
値
で
売
れ
た
。

雨
が
降
っ
た
後
の
も
の
は
虫
が
よ
く
入
っ
て
い
た
。
雨
の
後
は
、
皆
が

た
く
さ
ん
採
る
た
め
、
安
く
で
し
か
取
引
を
し
て
く
れ
な
か
っ
た
。（
宮

崎
市
山
崎
）

　

・
煮
付
け
や
お
吸
い
物
に
し
て
食
べ
て
い
た
。
昭
和
十
五
年
前
後
は
自
然
動
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・
シ
ョ
ウ
ロ
は
十
月
〜
三
月
に
出
る
。
人
の
背
丈
ほ
ど
の
ク
ロ
マ
ツ
林
に
よ

く
出
て
い
た
。
戦
時
中
は
貴
重
な
食
料
だ
っ
た
。
雨
が
降
っ
て
二
日
後
く

ら
い
が
多
い
。
昭
和
三
十
年
代
は
煙
草
の
苗
床
に
松
葉
が
必
要
で
、
営

林
署
の
許
可
を
取
っ
て
集
め
て
い
た
。
お
吸
い
物
、煮
付
け
。(

佐
土
原
町) 

　

・
昭
和
三
十
年
代
以
前
は
営
林
署
が
松
林
を
区
分
け
し
、
割
り
当
て
ら
れ
た

場
所
で
松
葉
を
集
め
て
い
た
。
松
葉
は
一
年
寝
か
せ
て
煙
草
の
苗
床
に

使
っ
て
い
た
。
松
葉
は
麻
袋
に
い
れ
て
集
め
て
い
た
。
松
葉
は
藁
縄
や
キ

ン
チ
ク
を
四
つ
に
割
っ
た
も
の
で
縛
る
。
一
人
で
も
縛
っ
て
い
た
。
枝

も
松
葉
の
中
に
入
れ
込
ん
で
い
た
。
松
林
の
中
は
以
前
は
遠
く
ま
で
見

渡
せ
る
ほ
ど
き
れ
い
だ
っ
た
。
煮
物
。(

新
富
町)

　

・
昭
和
の
初
め
頃
、
伊
倉
浜
海
岸
で
シ
ョ
ウ
ロ
が
採
れ
て
い
た
。(

川
南
町

　
　

伊
倉) 

　

・
シ
ョ
ウ
ロ
に
似
て
い
る
袋
状
の
き
の
こ
を
「
ニ
セ
シ
ョ
ウ
ロ
」
と
呼
ん
で

　
　

い
た
。（
宮
崎
市
）

　

・
昭
和
二
十
二
年
く
ら
い
ま
で
シ
ョ
ウ
ロ
が
採
れ
て
い
た
。
砂
浜
の
流
木
を

　
　

焚
き
物
に
し
て
松
葉
は
焚
き
付
け
に
使
っ
て
い
た
。（
日
南
市
大
堂
津
）

　

・
囲
炉
裏
の
炭
の
中
に
入
れ
て
焼
き
、
塩
を
付
け
て
食
べ
て
い
た
。
冬
休
み

　
　

で
親
戚
が
帰
省
し
て
く
る
と
、
い
っ
し
ょ
に
採
り
に
行
く
の
が
楽
し
み

　
　

だ
っ
た
。（
日
南
市
平
山
）

○
シ
ロ
シ
メ
ジ 　

キ
シ
メ
ジ
科

　

【
方
言
名
】
シ
ロ
タ
ケ(

宮
崎
市
赤
江)

○
ス
ギ
ヒ
ラ
タ
ケ 　

キ
シ
メ
ジ
科

　

【
方
言
名
】
ス
ギ
ナ
バ
、
シ
ロ
ナ
バ(

椎
葉
村
向
山)

　

・
杉
の
切
り
株
に
出
る
。
味
噌
汁
、
油
炒
め
。（
椎
葉
村
向
山
）

　

＊
現
在
、
ス
ギ
ヒ
ラ
タ
ケ
は
有
毒
き
の
こ
と
さ
れ
て
い
る
。

○
ツ
キ
ヨ
タ
ケ 　

キ
シ
メ
ジ
科

　

【
方
言
名
】
ク
マ
ベ
ラ(

高
原
町
蒲
牟
田
、
え
び
の
市) 

タ
カ
ヒ
ラ
タ
ケ(

日

　

之
影
町) 

タ
ニ
ワ
タ
シ(

五
ヶ
瀬
町
波
帰
、
高
千
穂
町
向
山
、
椎
葉
村
向
山
、

　

尾
前)  

ブ
ナ(

小
林
市
生
駒)　

ブ
ナ
ナ
バ(

南
郷
村
上
渡
川)　

　

・
近
く
の
神
社
の
大
木
が
夜
に
ボ
ー
ッ
と
光
っ
て
い
た
。
父
親
か
ら
あ
の
光

　
　

は
幽
霊
が
い
る
か
ら
だ
と
教
え
ら
れ
た
。(

高
千
穂
町
五
ケ
所)

　

・
一
時
間
半
く
ら
い
で
中
毒
症
状
が
出
る
。
中
毒
す
る
と
は
じ
め
顔
が
火
照

　
　

り
、酔
っ
た
よ
う
な
感
じ
に
な
っ
た
。
味
噌
汁
で
食
べ
た
が
、味
は
よ
か
っ

　
　

た
。（
五
ヶ
瀬
町
波
帰
）

　

・
夜
に
サ
ト
イ
モ
の
下
に
置
い
て
お
く
と
ド
ク
ナ
バ
か
ど
う
か
が
分
か
る
と

　
　

言
わ
れ
て
い
た
。
タ
ニ
ワ
タ
シ
は
夜
に
サ
ト
イ
モ
の
下
に
置
い
て
見
る
と

　
　

よ
く
光
っ
て
見
え
た
。(

椎
葉
村
向
山)

　

・
青
白
く
光
っ
て
い
る
の
は
、
幽
霊
が
い
る
と
思
わ
れ
て
い
た
。(

椎
葉
村

　
　

尾
前)

　

・
ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ
や
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
に
も
出
る
。
カ
シ
の
木
に
出
る
の
で
シ
イ

　
　

タ
ケ
と
間
違
う
こ
と
が
あ
っ
た
。(

高
原
町
蒲
牟
田)

○
ツ
チ
グ
リ 　

ツ
チ
グ
リ
科

　

【
方
言
名
】
イ
シ
ワ
タ
（
宮
崎
市
）
イ
シ
ワ
タ
ナ
バ(

川
南
町
坂
ノ
上)  

カ

キ
ノ
ボ
ヤ(

椎
葉
村
向
山)   

キ
ツ
ネ
ノ
タ
バ
コ(

高
原
町
蒲
牟
田
、
高
崎

町
江
平
、
須
木
村
中
原
、
小
林
市
生
駒
、
北
郷
町
黒
荷
田
・
谷
口)  

キ
ン

ネ
ン
タ
バ
コ(

西
都
市
三
納
、
野
尻
町
紙
屋)  

キ
ン
ネ
ノ
タ
バ
コ(

小
林
市

生
駒)  

ケ
ー
コ
ロ
、
ケ
コ
ロ(

高
千
穂
町
五
ケ
所) 

コ
ロ
ベ(

野
尻
町
紙
屋
、

山
之
口
町
麓
、
鹿
児
島
県
牧
園
町)  

ツ
チ
ボ(

五
ヶ
瀬
町
鞍
岡) 

ド
ク
ナ
バ

(

高
千
穂
町
押
方
、南
郷
村
鬼
神
野
、綾
町
入
野)  

ヘ
ナ
バ(

南
郷
村
鬼
神
野) 

　

・
七
月
上
旬
の
梅
雨
明
け
頃
、
畑
の
土
手
に
転
が
る
よ
う
に
出
て
い
た
。
道

路
脇
の
崩
落
地
や
高
さ
一
ｍ
ほ
ど
の
土
手
の
斜
面
に
も
あ
っ
た
。
土
の

上
が
盛
り
上
が
っ
て
い
る
の
を
見
つ
け
る
と
足
で
蹴
っ
て
取
り
出
し
て

い
た
。
一
塊
で
二
十
個
以
上
採
れ
た
。 

味
噌
汁
に
入
れ
る
が
、
噛
ん
だ

時
に
熱
い
中
身
が
飛
び
出
す
の
で
、
口
の
中
を
火
傷
し
な
い
よ
う
に
切

れ
込
み
を
入
れ
て
調
理
し
て
い
た
。
コ
リ
コ
リ
し
た
食
感
が
い
い
。
切
っ

て
み
て
中
が
白
い
も
の
を
食
べ
、
黒
く
な
っ
た
も
の
は
毒
だ
と
言
わ
れ

て
い
た
。
ツ
チ
グ
リ
の
煙
は
毒
だ
か
ら
目
に
入
る
と
よ
く
な
い
。(

高
千

穂
町
五
ケ
所)
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・「
ヘ
ナ
バ
」
の
名
前
は
お
な
ら
を
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
に
由
来
。

　
　
　

(

南
郷
村
鬼
神
野)

　

・
火
傷
や
水
虫
の
薬
と
し
て
使
っ
て
い
た
。
患
部
に
煙
（
胞
子
）
を
吹
き
か

　
　

け
る
。(

諸
塚
村
水
見)

　

・
昭
和
十
年
頃
、
子
供
の
と
び
ひ
の
治
療
に
使
っ
て
い
た
。
ツ
チ
グ
リ
の
粉

　
　

を
付
け
る
と
水
分
が
な
く
な
り
、
か
さ
ぶ
た
が
で
き
て
治
っ
て
い
た
。
ツ

　
　

チ
グ
リ
の
袋
を
破
っ
て
中
の
綿
を
取
り
出
し
、
お
化
粧
の
よ
う
に
患
部
に

　
　

付
け
て
い
た
。
傷
が
大
き
い
場
合
は
中
の
綿
を
直
接
貼
っ
て
い
た
。
口
の

　
　

周
り
の
と
び
ひ
に
は
ツ
チ
グ
リ
の
粉
を
付
け
る
。
頭
の
中
に
で
き
た
と
び

　
　

ひ
に
は
、
桐
を
焼
い
た
炭
と
キ
ラ
ン
ソ
ウ
を
乾
燥
さ
せ
て
粉
に
し
た
も
の

　
　

を
す
り
鉢
で
す
り
つ
ぶ
し
、
水
を
混
ぜ
て
か
ら
患
部
に
塗
っ
て
治
し
て
い

　
　

た
。
カ
キ
ノ
ボ
ヤ
の
カ
キ
は
「
柿
の
へ
た
」
に
ツ
チ
グ
リ
が
開
い
た
と
こ

　
　

ろ
が
似
て
い
る
。「
ボ
ヤ
」
は
煙
が
出
る
意
味
。
中
が
白
い
時
期
に
、
火

　
　

の
中
で
転
が
し
な
が
ら
焼
き
、
醤
油
を
つ
け
て
食
べ
て
い
た
。(

椎
葉
村

　
　

向
山)

　

・
足
を
鎌
で
切
っ
た
時
、
祖
母
が
イ
シ
ワ
タ
ナ
バ
の
袋
の
中
の
綿
を
取
っ
て

　
　

切
り
傷
に
当
て
、
包
帯
を
し
て
お
い
た
ら
傷
が
治
っ
た
。
昭
和
十
五
年
く

　
　

ら
い
は
常
備
薬
と
し
て
保
存
し
て
い
た
。(

川
南
町
坂
ノ
上)

　

・
中
が
白
い
も
の
を
味
噌
汁
に
入
れ
て
食
べ
て
い
た
。
コ
リ
コ
リ
し
て
お
い

　
　

し
か
っ
た
。(

野
尻
町
紙
屋)

　

・
ス
ス
キ
の
切
り
傷
の
薬
に
し
て
い
た
。(

小
林
市
生
駒)

　

・
味
噌
汁
で
食
べ
る
。（
鹿
児
島
県
牧
園
町) 

○
チ
チ
ア
ワ
タ
ケ
、
ヌ
メ
リ
イ
グ
チ 　

イ
グ
チ
科

　

＊
両
種
は
特
に
区
別
は
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

【
方
言
名
】
ウ
マ
ン
ク
ソ
ナ
バ(

川
南
町
坂
ノ
上
、
佐
土
原
町
前
牟
田
、
小

　

林
市
生
駒) 

カ
ワ
ハ
ギ(

川
南
町
川
南
・
坂
ノ
上
・
市
納
）
ケ
ッ
コ
ロ
ガ
シ
、

　

ケ
ン
コ
ロ
ガ
シ(

宮
崎
市
山
崎
町)  

ケ
コ
ロ
ナ
バ
、
ケ
ッ
コ
ロ(

高
鍋
町
堀

　

の
内
、
新
富
町
野
口)　

ド
ク
ナ
バ(

宮
崎
市)

　

・「
カ
ワ
ハ
ギ
」
と
呼
び
、
傘
の
表
面
の
皮
を
剥
ぎ
、
ヒ
ダ
の
部
分
を
取
り

　
　

除
き
、
味
噌
汁
で
食
べ
て
い
た
。（
川
南
町
）

　

・
傘
が
開
き
、
管
孔
が
開
く
前
の
小
さ
な
個
体
を
選
び
、
味
噌
汁
、
お
吸
い

　
　

物
、
卵
と
じ
な
ど
で
食
べ
た
。
傘
が
開
く
と
毒
と
言
わ
れ
て
い
た
。(

高

　
　

鍋
町
堀
之
内
、
新
富
町
野
口)

　

・
馬
の
糞
が
落
ち
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
か
ら
「
ウ
マ
ン
ク
ソ
ナ
バ
」

　
　

と
呼
び
、
見
向
き
も
し
な
か
っ
た
。（
宮
崎
市
佐
土
原
町
）

　

・「
ケ
ン
コ
ロ
」
と
は
蹴
っ
飛
ば
す
と
い
う
意
味
。
食
べ
ら
れ
な
い
き
の
こ

　
　

は
蹴
っ
飛
ば
し
て
い
た
。（
宮
崎
市
赤
江
）

　

・
ス
ポ
ン
ジ
状
の
穴
の
開
い
た
ヒ
ダ
の
き
の
こ
は
毒
が
あ
る
と
聞
か
さ
れ
、

　
　

「
ド
ク
ナ
バ
」
と
呼
ん
で
い
た
。
蹴
っ
飛
ば
し
て
歩
く
意
味
で
「
ケ
ッ
コ

　
　

ロ
ガ
シ
」「
ケ
ン
コ
ロ
ガ
シ
」
と
呼
ば
れ
た
。（
宮
崎
市
山
崎
町
）

○
テ
ン
グ
タ
ケ 　

テ
ン
グ
タ
ケ
科

　

【
方
言
名
】 

ハ
エ
ト
リ
ナ
バ(

川
南
町
坂
ノ
上
、
高
鍋
町
鴫
野
・
堀
の
内
、

　

新
富
町
野
口)  

フ
ェ
ト
リ
ナ
バ(

高
鍋
町
鴫
野) 

　

・
松
林
の
地
面
に
夏
に
出
る
き
の
こ
を
ハ
エ
殺
し
に
使
っ
て
い
た
。
昭
和

　
　

三
十
年
く
ら
い
ま
で
、
祖
父
が
採
っ
て
い
た
。
ご
飯
に
練
っ
て
紙
に
広
げ

　
　

て
置
い
て
お
く
。(

高
鍋
町
鴫
野)

　

・
コ
ム
ギ
藁
か
稲
藁
を
二
十
五
㎝
×
三
十
㎝
く
ら
い
の
大
き
さ
の
筒
状
に
ま

　
　

と
め
て
縦
に
置
く
。
上
の
面
に
き
の
こ
を
練
り
込
ん
だ
ご
飯
を
広
げ
、
集

　
　

ま
っ
て
き
た
ハ
エ
を
羽
子
板
状
の
板
で
叩
い
て
い
た
。(

高
鍋
町
堀
の
内

　
　

〜
新
富
町
野
口)

　

・
終
戦
の
頃
、
父
が
テ
ン
グ
タ
ケ
を
細
か
く
刻
み
、
米
糠
に
少
し
水
を
入
れ

　
　

て
混
ぜ
合
わ
せ
て
い
た
。
一
斗
缶
の
蓋
や
板
に
広
げ
て
お
く
と
、
そ
の
周

　
　

り
を
取
り
囲
む
よ
う
に
ハ
エ
が
死
ん
で
い
た
。
米
糠
を
水
に
濡
ら
す
と
い

　
　

い
臭
い
が
す
る
。
そ
れ
に
ハ
エ
が
寄
っ
て
き
た
。(

川
南
町
坂
ノ
上)

○
ト
ラ
フ
ダ
ケ　

カ
エ
ト
ス
フ
ァ
エ
リ
ア
科

　

【
方
言
名
】
ト
ラ
チ
ッ
ダ
ケ(

高
原
町
蒲
牟
田)

　

・
大
正
時
代
、
祓
川
神
楽
の
笛
に
使
わ
れ
て
い
た
。
ト
ラ
フ
ダ
ケ
の
表
面
の

　
　

コ
ケ
を
擦
り
落
と
し
て
綺
麗
に
す
る
と
虎
斑
模
様
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。
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霧
島
東
神
社
の
北
側
に
あ
っ
た
が
、
昭
和
三
十
年
頃
の
杉
の
植
林
で
な
く

　
　

な
っ
た
。

○
ト
ン
ビ
マ
イ
タ
ケ　

サ
ル
ノ
コ
シ
カ
ケ
科

　

・
ブ
ナ
の
古
株
の
根
元
に
出
る
。
若
い
部
分
は
軟
ら
か
い
が
大
き
く
な
る
と

　
　

堅
く
な
る
。
服
に
付
く
と
黒
い
シ
ミ
に
な
る
。(

椎
葉
村)

○
ナ
メ
コ 　

モ
エ
ギ
タ
ケ
科

　

【
方
言
名
】
ス
シ
イ
ナ
バ(

椎
葉
村
向
山)　

ペ
ロ
ク
イ
ナ
バ
（
須
木
村
中
原)

　

＊
ぬ
め
り
が
あ
る
こ
と
を
ペ
ロ
ペ
ロ
し
て
い
る
と
い
う
。

○
ナ
ラ
タ
ケ 　

キ
シ
メ
ジ
科

　

【
方
言
名
】
イ
チ
ヤ
ナ
バ(

高
千
穂
町
向
山
・
三
田
井)　

イ
チ
ャ
ナ
バ(

高

　

千
穂
町
岩
戸
・
三
田
井
・
押
方
）
イ
ッ
ポ
ン
ズ
シ
イ
・
セ
ン
ボ
ン
ズ
シ
イ(

椎

　

葉
村
向
山) 

キ
セ
ン
ボ
ン
（
山
之
口
町
麓
）
セ
ン
ボ
ン
シ
メ
ジ(

高
千
穂
町
、

　

五
ケ
所
、
高
原
町
蒲
牟
田)  

ズ
ー
シ
ー
ナ
バ(

高
千
穂
町
三
田
井)　

　

・「
イ
チ
ャ
ナ
バ
」
は
一
晩
の
う
ち
に
大
き
く
な
る
か
ら
「
一
夜
な
ば
」。
秋

　
　

に
ク
ヌ
ギ
の
切
株
に
出
て
い
た
。
煮
付
け
、
味
噌
汁
。(

高
千
穂
町
岩
戸

　
　

三
田
井)

　

・
味
噌
汁(

高
千
穂
町
五
ケ
所)

　

・
切
り
株
に
ま
と
ま
っ
て
出
て
い
る
も
の
が
「
セ
ン
ボ
ン
ズ
シ
イ
」。
地
面

　
　

か
ら
一
本
ず
つ
出
て
い
る
も
の
を
「
イ
ッ
ポ
ン
ズ
シ
イ
」
と
呼
ぶ
。
焼
畑

　
　

の
中
に
も
出
る
。(

椎
葉
村
向
山)

○
ニ
セ
マ
ツ
タ
ケ 　

キ
シ
メ
ジ
科

【
方
言
名
】
コ
ウ
ジ
マ
ツ
タ
ケ(

西
都
市
三
納
、
川
南
町
唐
瀬
原) 

コ
ジ
マ

ツ
タ
ケ(

西
都
市
三
納)　

サ
マ
ツ(

国
富
町
八
代
、
田
野
町
乙
、
高
原
町

蒲
牟
田
、
須
木
村
中
原)　

サ
マ
ツ
タ
ケ(

高
岡
町
穆
佐
・
和
石
、
高
原
町

蒲
牟
田
、
野
尻
町
城
原
、
山
之
口
町
麓)  

　

・「
コ
ジ
」
と
は
コ
ジ
イ
（
ツ
ブ
ラ
ジ
イ
）
の
こ
と
。
コ
ジ
イ
の
下
に
出
る

　
　

か
ら
「
コ
ジ
マ
ツ
タ
ケ
」。
香
り
は
弱
い
。
焼
い
た
り
、
炊
き
込
み
ご
飯

　
　

で
食
べ
て
い
た
。(

西
都
市
三
納)

　

・
シ
イ
ノ
キ
林
に
出
る
。
焼
い
た
り
、
炊
き
込
み
ご
飯
、
お
吸
い
物
で
食
べ

　
　

て
い
た
。(

国
富
町
八
代)

　

・
本
物
の
マ
ツ
タ
ケ
で
は
な
い
が
、
マ
ツ
タ
ケ
と
呼
ん
で
い
た
。
炊
き
込
み

　
　

ご
飯
。(

高
岡
町
和
石)

　

・
煮
付
け
、
網
焼
き
、
炊
き
込
み
ご
飯
。(

野
尻
町
城
原)

　

・
マ
ツ
タ
ケ
よ
り
時
期
が
早
い
た
め
、「
早
松
茸
（
さ
ま
つ
た
け
）。」
焼
い

　
　

た
り
、
松
茸
寿
司
に
す
る
。
場
所
を
覚
え
て
お
い
て
、
夜
に
採
り
に
行
く

　
　

人
も
い
た
。
ど
の
山
も
八
合
目
く
ら
い
の
斜
面
に
多
か
っ
た
。
き
の
こ
全

　
　

般
八
合
目
く
ら
い
に
よ
く
出
て
い
た
。
赤
土
や
粘
土
が
混
ざ
る
ザ
ラ
ザ
ラ

　
　

し
た
土
壌
の
上
が
よ
い
。
最
近
は
伐
採
の
影
響
で
山
の
乾
燥
化
が
進
み
、

　
　

発
生
量
が
減
っ
て
し
ま
っ
た
。 (

山
之
口
町
麓)

○
ヌ
メ
リ
ツ
バ
タ
ケ 　

キ
シ
メ
ジ
科

　

【
方
言
名
】ヌ
メ
リ
モ
チ
ナ
バ(

高
原
町
蒲
牟
田)  

モ
チ
ダ
ケ
、モ
ッ
ダ
ケ（
高

　

原
町
蒲
牟
田
）
モ
チ
ナ
バ(

野
尻
町
城
原
、
高
原
町
蒲
牟
田
、
須
木
村
中
原
、

　

え
び
の
市
、
山
之
口
町
青
井
岳
・
麓
、
北
郷
町
黒
荷
田)  

　

・
味
噌
汁
（
県
内
各
地
）

　

・
塩
で
湯
が
い
て
そ
の
ま
ま
食
べ
る
。(

高
原
町
蒲
牟
田)

　

・
煮
物
、
味
噌
汁
。
鍋
に
蜂
の
子
と
一
緒
に
入
れ
る
。
口
に
入
れ
る
と
小
さ

　
　

い
餅
を
食
べ
て
い
る
感
じ
が
す
る
の
で
「
モ
チ
ダ
ケ
、
モ
ッ
ダ
ケ
」
と
呼

　
　

ん
で
い
た
。(

高
原
町
蒲
牟
田)

　

・
油
炒
め(

山
之
口
町
麓)

○
ノ
ウ
タ
ケ 　

ホ
コ
リ
タ
ケ
科

　

【
方
言
名
】
イ
シ
ワ
タ(

野
尻
町
紙
屋)

　

・
昭
和
十
年
以
前
、
草
刈
り
の
時
に
ス
ス
キ
で
手
足
を
切
っ
た
り
、
包
丁
で

　
　

怪
我
を
し
た
と
き
に
使
う
傷
薬
だ
っ
た
。
ち
ぎ
り
取
っ
た
イ
シ
ワ
タ
を
傷

口
に
押
し
つ
け
て
血
止
め
に
使
っ
て
い
た
。
採
集
す
る
の
は
新
し
い
個

体
で
、古
く
な
っ
て
か
ら
使
う
。
棒
に
刺
し
て
棚
の
上
や
壁
に
立
て
掛
け
、

目
に
つ
く
場
所
に
置
い
て
お
く
常
備
薬
だ
っ
た
。
小
さ
な
傷
で
あ
れ
ば

五
分
間
く
ら
い
当
て
て
お
く
と
血
が
止
ま
っ
た
。
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も
生
え
て
い
た
。
大
き
な
ク
ロ
マ
ツ
の
下
に
多
く
、
出
る
場
所
が
決
ま
っ

て
い
た
。
昭
和
十
年
頃
が
最
も
よ
く
採
れ
て
い
た
が
、
最
後
に
採
れ
た

の
は
昭
和
二
十
五
年
く
ら
い
だ
っ
た
。
傘
が
開
い
た
も
の
は
食
べ
な
か
っ

た
。
傘
が
開
い
て
い
る
の
は
毒
だ
と
言
わ
れ
て
い
た
。
網
焼
き
や
味
噌

汁
で
食
べ
て
い
た
。（
日
南
市
平
山
）

○
ヒ
メ
コ
ナ
カ
ブ
リ
ツ
ル
タ
ケ　

テ
ン
グ
タ
ケ
科

【
方
言
名
】
フ
ェ
ー
ト
リ
ナ
バ
、
フ
ェ
ト
リ
ナ
バ
、
ハ
エ
ト
リ
ナ
バ(

西
郷

村
小
原)

　

・
昭
和
二
十
〜
二
十
五
年
頃
、
蝿
取
り
に
使
っ
て
い
た
。
三
本
指
で
ご
飯
を

　
　

と
り
、
き
の
こ
を
練
り
込
ん
で
糊
状
に
し
た
も
の
を
紙
に
軽
く
広
げ
る
。

　
　

蠅
が
集
り
、
死
ん
だ
蠅
が
部
屋
に
転
が
っ
て
い
た
。
き
の
こ
は
二
、
三
本

　
　

く
ら
い
し
か
採
れ
な
い
。
棒
で
採
っ
て
か
ら
葛
の
葉
で
包
み
、
触
ら
な
い

　
　

よ
う
に
持
ち
帰
っ
た
。

○
ヒ
ュ
ウ
ガ
ハ
ン
チ
ク
キ
ン 　

ミ
ク
ロ
チ
リ
ウ
ム
科

　

【
方
言
名
】
ゴ
マ
タ
ケ(

高
原
町
広
原)

　

・
戦
後
、
斑
紋
を
生
じ
る
竹
林
が
あ
っ
た
。
小
さ
な
斑
模
様
が
で
き
る
の
で

　
　

「
胡
麻
竹
」
と
呼
ん
で
い
た
。
最
近
は
見
当
た
ら
な
く
な
っ
た
。

○
ヒ
ラ
タ
ケ 　

ヒ
ラ
タ
ケ
科

【
方
言
名
】
エ
ノ
キ
ナ
バ(

高
千
穂
町
向
山
、
高
崎
町
江
平)

カ
タ
ク
チ
タ

ケ(

日
南
市
大
窪
）
カ
タ
ナ
バ(

小
林
市
生
駒)

カ
タ
ハ(

高
岡
町
和
石
、

野
尻
町
城
原
、
高
原
町
蒲
牟
田
、
須
木
村
中
原
、
山
之
口
町
麓
）
カ
タ
ヒ
ラ

ナ
バ(

高
千
穂
町
三
田
井
・
向
山
、
西
都
市
上
三
財
、
田
野
町
乙
、
北
郷
町

黒
荷
田)

カ
タ
ヒ
ラ(

国
富
町
八
代)

、
カ
タ
ヒ
ラ
ナ
バ(

北
浦
町
、
南
郷

村
上
渡
川
、
西
都
市
寒
川
・
三
納
、
綾
町
入
野)

カ
タ
ヘ
ラ
ナ
バ
（
北
郷
村

宇
納
間
）
カ
ン
ナ
バ(

日
之
影
町
見
立
、
高
千
穂
町
向
山)

ク
ロ
ギ
ノ
コ(

高

千
穂
町
押
方)

シ
メ
ジ(

南
郷
村
鬼
神
野)  

フ
ユ
ギ
ノ
コ(

椎
葉
村
向
山)

ヒ
ラ
タ
ケ(

諸
塚
村
水
見)

　

・
味
噌
汁(
各
地)

　

・
冬
場
、
猟
師
が
猟
に
行
っ
た
と
き
に
採
っ
て
く
る
。
エ
ノ
キ
に
出
る
か
ら

○
ハ
エ
ト
リ
シ
メ
ジ 　

キ
シ
メ
ジ
科

　

【
方
言
名
】
ハ
エ
ト
リ
ナ
バ
（
延
岡
市
）

　

・
蠅
捕
り
に
使
っ
て
い
た
。

○
バ
カ
マ
ツ
タ
ケ 　

キ
シ
メ
ジ
科

　

【
方
言
名
】
ホ
ン
マ
ツ
タ
ケ(

高
岡
町
穆
佐)

　

・
昭
和
三
十
五
年
前
後
、
宮
崎
市
中
央
市
場
で
は
、
一
ｋ
ｇ
一
万
円
で
取
引

　
　

さ
れ
て
い
た
。

○
ハ
ツ
タ
ケ 　

ベ
ニ
タ
ケ
科

　

【
方
言
名
】
シ
ュ
ロ
ナ
バ(
宮
崎
市
山
崎
町)  

ハ
ッ
タ
ケ(

川
南
町
坂
ノ
上
・

　

唐
瀬
原
、
高
鍋
町
堀
の
内
、
新
富
町
野
口)  

マ
ツ
シ
メ
ジ(

小
林
市
生
駒)

　

マ
ツ
ナ
バ(

え
び
の
市)

　

・
天
日
で
少
し
乾
燥
さ
せ
、
ち
ら
し
寿
司
の
具
に
し
て
い
た
。
ス
ス
キ

　
　

の
穂
の
先
を
括
り
、
ハ
ツ
タ
ケ
を
茎
に
突
き
刺
し
、
ぶ
ら
下
げ
て
採

　
　

集
し
て
歩
い
た
。
「
ハ
ツ
タ
ケ
じ
ょ
う
（
嬢
）、
ハ
ツ
タ
ケ
じ
ょ
う
、
人

　
　

目
に
か
か
る
な
、
オ
リ
（
俺
）
が
目
に
か
か
れ
。」
と
唱
え
な
が
ら
採
集

　
　

し
て
い
た
。(

川
南
町
坂
ノ
上)

　

・
高
さ
一
ｍ
く
ら
い
の
小
さ
い
ク
ロ
マ
ツ
の
下
に
よ
く
出
て
い
た
。(

川
南

　
　

町
唐
瀬
原)

　

・
シ
モ
コ
シ
が
あ
る
と
き
は
採
ら
な
い
き
の
こ
だ
っ
た
。
卵
と
じ
、
炒
め
物
、

　
　

味
噌
汁
、
お
吸
い
物
。(

高
鍋
町
堀
之
内
、
新
富
町
野
口)

　

・
シ
ョ
ウ
ロ
や
シ
モ
コ
シ
の
方
が
大
量
に
採
れ
、
味
も
い
い
。
ハ
ツ
タ
ケ
は

　
　

見
向
き
も
し
な
か
っ
た
。(

佐
土
原
町
前
牟
田)

　

・
味
噌
汁(

小
林
市
生
駒
高
原)　

　

・
塩
焼
き(

え
び
の
市)

○
ハ
マ
シ
メ
ジ　

キ
シ
メ
ジ
科

　

・
昭
和
二
十
年
頃
ま
で
出
て
い
た
が
、
マ
ツ
ク
イ
ム
シ
被
害
で
ク
ロ
マ
ツ
が

枯
れ
て
以
降
出
な
く
な
っ
た
。
昔
は
二
〜
三
人
が
両
手
で
取
り
囲
む
ほ

ど
の
大
き
な
ク
ロ
マ
ツ
が
あ
っ
た
。
冬
か
ら
春
、
砂
地
に
出
て
い
た
。

松
林
の
海
側
で
潮
風
が
直
接
当
た
る
よ
う
な
シ
ョ
ウ
ロ
が
出
る
場
所
に
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「
エ
ノ
キ
ナ
バ
」
と
呼
ん
で
い
る
人
も
い
た
が
、
エ
ノ
キ
タ
ケ
と
は
違
う
。

　
　

(

高
千
穂
町
向
山)

　

・
エ
ノ
キ
に
よ
く
出
て
い
た
。(

諸
塚
村
水
見)

　

・
エ
ノ
キ
や
タ
ブ
に
よ
く
出
て
い
た
。(

綾
町
入
野)

　

・
油
炒
め
、
お
吸
い
物(

山
之
口
町
麓)

　

・
グ
ミ
や
ア
カ
メ
ガ
シ
ワ
の
木
に
よ
く
出
て
い
た
。（
須
木
村
中
原
）

○
ヒ
ラ
フ
ス
ベ 　

サ
ル
ノ
コ
シ
カ
ケ
（
多
孔
菌
）
科

　

【
方
言
名
】
コ
ブ
タ
ケ(
山
之
口
町
麓)

コ
ブ
シ
ダ
ケ(

高
原
町
蒲
牟
田)

　

・
シ
イ
ノ
キ
の
生
木
に
出
る
。
湯
が
い
て
煮
付
け
に
す
る
。(

山
之
口
町
麓)

○
ブ
ナ
シ
メ
ジ 　

キ
シ
メ
ジ
科

　

【
方
言
名
】
ス
シ
イ(

椎
葉
村
向
山)

○
ブ
ナ
ハ
リ
タ
ケ 　

エ
ゾ
ハ
リ
タ
ケ
科

　

【
方
言
名
】
カ
ノ
シ
タ(

椎
葉
村)

○
ベ
ニ
タ
ケ
属
（
赤
色
） 

ベ
ニ
タ
ケ
科

　

【
方
言
名
】
ベ
ニ
シ
メ
ジ(

小
林
市
生
駒)　

ア
カ
テ
ン
グ
（
高
鍋
町
堀
の
内
、

　

新
富
町
野
口
）                  

　

・
ア
カ
テ
ン
グ
は
有
毒
と
教
え
ら
れ
、
避
け
て
通
っ
て
い
た
。（
高
鍋
町
堀

　
　

の
内
）

○
ベ
ニ
ヤ
マ
タ
ケ 　

ヌ
メ
リ
ガ
サ
科

　

【
方
言
名
】
サ
サ
タ
ケ(

西
郷
村)　

サ
サ
ナ
バ(

都
農
町
木
和
田
・
上
田
、

　

日
向
市
田
ノ
原
）

　

・
昭
和
二
十
五
年
頃
ま
で
、
春
先
に
火
入
れ
を
し
て
い
た
草
原
で
ザ
ル
い
っ

ぱ
い
採
れ
た
。
味
噌
汁
や
佃
煮
に
し
て
い
た
。
塩
だ
け
で
味
付
け
し
、「
サ

サ
ナ
バ
ご
飯
」と
呼
ぶ
混
ぜ
御
飯
を
つ
く
っ
て
い
た
。
家
庭
訪
問
の
時
は
、

サ
サ
ナ
バ
ご
飯
を
先
生
へ
の
お
み
や
げ
に
し
た
り
、
和
え
物
を
出
し
て
い

た
。
小
学
校
の
卒
業
式
（
三
月
二
十
五
日
頃
）
や
入
学
式
（
四
月
八
日
頃
）

の
時
は
、
町
か
ら
の
お
客
さ
ん
や
来
賓
の
人
へ
お
み
や
げ
と
し
て
サ
サ
ナ

バ
御
飯
を
渡
し
て
い
た
。
湯
が
く
と
白
く
な
り
、一
度
湯
が
い
て
お
く
と
、

何
回
湯
が
い
て
も
コ
リ
コ
リ
し
て
お
い
し
か
っ
た
。

明
治
生
ま
れ
の
人
た
ち
を
含
め
、
田
ノ
原
地
区
の
ほ
と
ん
ど
の
家
庭
で
食

べ
て
い
た
。
牛
の
餌
を
採
る
採
草
地
が
多
く
、
笹
を
よ
け
な
が
ら
、
小

さ
な
手
籠
い
っ
ぱ
い
採
っ
た
。
三
月
〜
四
月
、
日
当
た
り
の
い
い
笹
の

草
原
の
斜
面
に
出
て
い
た
。
野
焼
き
を
し
て
い
る
場
所
に
よ
く
出
て
い

た
。
親
と
一
緒
に
採
り
に
行
く
こ
と
は
な
く
、
十
歳
く
ら
い
の
子
供
た
ち

が
よ
く
採
り
に
行
っ
て
い
た
。
ど
の
家
庭
も
仕
事
が
忙
し
く
、
子
供
た

ち
だ
け
で
採
り
に
行
く
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
。
サ
サ
ナ
バ
採
り
は
、

子
供
た
ち
の
日
常
の
遊
び
の
ひ
と
つ
で
、
採
り
に
行
く
の
が
楽
し
み
だ
っ

た
。
子
供
同
士
で
サ
サ
ナ
バ
の
ツ
ボ
を
伝
え
教
え
て
い
た
。
採
れ
た
サ

サ
ナ
バ
は
ほ
と
ん
ど
自
分
の
家
で
食
べ
て
い
た
。
売
っ
た
り
、
近
所
に

配
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
。

味
噌
汁
、
酢
味
噌
和
え
、
お
じ
や
、
混
ぜ
ご
飯
、
吸
い
物
で
食
べ
て

い
た
。
吸
い
物
に
は
サ
サ
ナ
バ
と
青
菜
を
入
れ
て
い
た
。
採
っ
て
き
た
ら
、

色
が
白
く
な
る
ま
で
ゆ
で
る
。
色
が
白
く
な
っ
た
も
の
を
料
理
に
使
っ

て
い
た
。
刻
ま
ず
に
そ
の
ま
ま
料
理
し
て
い
た
。
軟
ら
か
く
コ
リ
コ
リ

し
た
歯
ご
た
え
が
よ
か
っ
た
。
晩
ご
飯
で
食
べ
る
程
度
で
お
弁
当
に
入

れ
た
り
は
し
な
か
っ
た
。(

日
向
市
田
ノ
原)

　

・
四
月
初
め
、
扇
山
や
東
郷
町
大
工
野
の
笹
の
草
原
・
牧
草
地
に
出
て
い
た
。

　
　

味
噌
汁
や
大
根
と
煮
て
食
べ
て
い
た
。(

西
郷
村)

　

・
昭
和
三
十
年
く
ら
い
ま
で
木
和
田
、
上
田
地
区
の
笹
の
草
原
に
採
り
に
行
っ

　
　

て
い
た
。(

都
農
町)

○
ホ
ウ
キ
タ
ケ
類 　

ホ
ウ
キ
タ
ケ
科

　

＊
種
名
が
特
定
で
き
な
い
た
め
、「
ホ
ウ
キ
タ
ケ
類
」
と
し
て
紹
介
し
た
。

【
方
言
名
】
ア
カ
ナ
バ(

高
岡
町
穆
佐)

カ
ッ
タ
ケ(

高
原
町
蒲
牟
田
、
高
崎

町
江
平
、
山
田
町
平
山
、
高
城
町
、
山
之
口
町
麓)

カ
ツ
タ
ケ(

小
林
市
生
駒
）

カ
ブ
タ
ケ(

国
富
町
八
代
、
高
岡
町
穆
佐
、
綾
町
入
野
、
高
岡
町
和
石
、
高

原
町
蒲
牟
田
、
北
郷
町
黒
荷
田
・
谷
口
、
山
之
口
町
青
井
岳
・
麓
、
田
野
町
乙
、

野
尻
町
紙
屋
、
須
木
村
中
原
、
高
城
町
）
カ
ラ
タ
ケ(

野
尻
町
城
原) 

キ
イ

ロ(

高
城
町)
キ
イ
ロ
カ
ブ
（
高
岡
町
和
石
）
キ
カ
ブ(

高
崎
町
江
平
、
高
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城
町)

ク
サ
ラ
カ
シ(

高
城
町)

ク
サ
レ
ナ
バ(

田
野
町
乙)

ク
ソ
タ
レ
オ
ー

リ
ャ(

椎
葉
村
向
山)

コ
ン
ニ
ャ
ク(

高
岡
町
穆
佐
、
高
城
町)

コ
ン
ニ
ャ

ク
タ
ケ(

高
岡
町
和
石
、
山
之
口
町
麓) 

サ
サ(

高
城
町)

サ
サ
タ
ケ(

山

之
口
町
麓)

シ
カ
ム
ラ
ベ
ニ
タ
ケ(

高
岡
町
山
下
・
去
川
・
和
石
、
山
之
口

町
麓)

シ
モ
フ
リ(

高
城
町)

シ
モ
フ
リ
ナ
バ(

高
岡
町
穆
佐)

シ
ラ
タ
ケ(

田

野
町
乙)

シ
ロ
カ
ブ
（
高
岡
町
和
石
、高
崎
町
江
平
）
ズ
タ
ケ(

高
岡
町
和
石
、

野
尻
町
紙
屋
、
高
城
町
、
田
野
町
乙
）
ズ
ド
レ
ナ
バ(

高
岡
町
穆
佐)

セ
ン

コ
ウ
ナ
バ(

諸
塚
村
水
見)

チ
カ
ブ
イ(

山
之
口
町
麓)

ト
ロ
ト
ロ(

高
岡

町
穆
佐)

ド
ク
ワ
ダ
シ
（
須
木
村
中
原
） 

ネ
ズ
ミ
ア
シ(

三
股
町)

ネ
ズ
ミ

タ
ケ(

北
浦
町
、
高
千
穂
町
三
田
井
、
日
之
影
町
見
立
、
椎
葉
村
向
山
、
諸

塚
村
水
見
、
日
向
市
田
ノ
原
、
南
郷
村
、
西
都
市
上
三
財
・
三
納
、
高
岡
町

和
石
、
野
尻
町
城
原
、
高
原
町
御
池
、
山
之
口
町
麓
、
小
林
市
生
駒
、
日
南

市
大
窪
、南
郷
町
中
村
乙
）
ネ
ズ
ミ
ノ
ア
シ(
北
郷
村
宇
納
間
、須
木
村
中
原
、

え
び
の
市
、
高
原
町
蒲
牟
田
、
高
崎
町
江
平
）
ネ
ズ
ミ
ノ
テ(

北
郷
村
宇
納

間
、
西
都
市
三
納
・
寒
川
、
北
郷
町
黒
荷
田
・
谷
口)
ネ
ズ
ン
ア
シ(

三
股
町)

ネ
ズ
ン
ノ
ア
シ(

高
原
町) 

ベ
ニ
タ
ケ（
高
崎
町
江
平
）ベ
ロ
ベ
ロ
ベ
ニ
タ
ケ
、

ベ
ロ
ベ
ロ
ベ
ン
タ
ケ(

山
之
口
町
麓)

、
ホ
ウ
キ
タ
ケ
（
山
田
町
平
山
）
ホ

ウ
キ
ダ
ケ(

西
郷
村
、
北
郷
町)

ホ
ン
ベ
ニ
タ
ケ(

山
之
口
町
麓)

ホ
ン
ベ

ン(

高
城
町)

マ
ツ
オ
ー
ラ(

西
郷
村
小
原)

ム
ギ
ワ
ラ
タ
ケ(

山
之
口
町
麓)

ム
ッ
カ
ラ(

高
城
町)

ム
ッ
カ
ラ
タ
ケ(

野
尻
町
紙
屋
、
高
岡
町
穆
佐
、
田

野
町
乙
）
ム
ッ
ガ
ラ
タ
ケ(

田
野
町
乙)

ム
ラ
サ
キ
（
高
岡
町
和
石
）

　

・
煮
物
、
味
噌
汁
（
各
地
）

　

・「
ネ
ズ
ミ
タ
ケ
」
は
白
か
ら
淡
い
ピ
ン
ク
色
。
味
噌
汁
。(

北
浦
町)

　

・「
ク
ソ
タ
レ
オ
ー
リ
ャ
」
は
黄
色
だ
っ
た
。
ネ
ズ
ミ
タ
ケ
は
毒
が
あ
る
と

　
　

言
わ
れ
て
い
た
。
ネ
ズ
ミ
タ
ケ
全
般
を
「
オ
ー
リ
ャ
」
と
呼
ぶ
。(

椎
葉

　
　

村
向
山)

　

・「
マ
ツ
オ
ー
ラ
」
は
ネ
ズ
ミ
タ
ケ
で
は
な
く
、
松
林
に
出
る
赤
色
の
ホ
ウ

　
　

キ
タ
ケ
。
秋
の
運
動
会
の
時
期
に
出
る
。
煮
付
け
で
食
べ
て
い
た
。(

西

　
　

郷
村
小
原)

　

・
ホ
ウ
キ
タ
ケ
は
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
の
下
の
シ
ダ
の
根
元
に
出
る
。
味
噌
で
炒
め

　
　

て
食
べ
て
い
た
。(

西
郷
村)

　

・
い
ろ
い
ろ
な
ホ
ウ
キ
タ
ケ
を
食
べ
る
が
、
赤
や
紫
の
強
い
も
の
は
食
べ
な

　
　

か
っ
た
。
湯
通
し
し
て
調
味
料
を
つ
け
て
食
べ
た
。(

南
郷
村
上
渡
川)

　

・
ネ
ズ
ミ
タ
ケ
は
白
っ
ぽ
い
の
は
食
べ
ら
れ
る
が
、
赤
い
の
は
食
べ
ら
れ
な

　
　

い
。(

南
郷
村
鬼
神
野)

　

・
白
色
の
ネ
ズ
ミ
タ
ケ
を
食
べ
て
い
た
。(

諸
塚
村
水
見)

　

・「
ム
ッ
カ
ラ
」
と
は
麦
藁
の
こ
と
で
中
が
詰
ま
っ
て
お
ら
ず
、
中
空
と
い

　
　

う
意
味
。「
ム
ッ
カ
ラ
タ
ケ
」
と
「
ズ
タ
ケ
」
は
同
じ
も
の
を
指
す
。「
ズ
」

　
　

も
中
空
と
い
う
意
味
。(

田
野
町
乙)

　

・
昭
和
三
十
五
年
前
後
、
宮
崎
市
中
央
市
場
で
は
「
カ
ブ
タ
ケ
」
「
ム
ッ
カ

ラ
」
で
名
前
が
通
っ
て
い
た
。
カ
ブ
タ
ケ
、
ム
ッ
カ
ラ
は
一
㎏
あ
た
り

三
千
円
で
取
引
さ
れ
て
い
た
。
ム
ッ
カ
ラ
の
方
が
味
が
よ
く
し
み
こ
む
。

カ
ブ
タ
ケ
は
根
元
が
太
い
の
で
味
が
し
み
に
く
い
。
一
等
品
は
売
り
に

出
し
、
二
等
品
は
塩
漬
け
に
し
て
必
要
な
と
き
に
水
洗
い
し
て
料
理
に

使
っ
て
い
た
。
塩
漬
け
に
し
て
も
風
味
は
変
わ
ら
な
い
。

「
ア
カ
ナ
バ
」
は
十
月
の
中
頃
、
ム
ッ
カ
ラ
と
同
じ
時
期
に
出
る
。
血
の

色
で
薬
品
臭
が
す
る
。
収
穫
す
る
と
き
に
薬
品
の
香
り
が
す
る
。
一
キ

ロ
を
越
え
る
物
も
珍
し
く
な
い
。
こ
の
赤
色
が
有
毒
と
昔
か
ら
伝
え
ら

れ
て
い
た
。
食
べ
る
時
に
は
必
ず
湯
通
し
す
る
。
ム
ッ
カ
ラ
に
匹
敵
す

る
く
ら
い
味
が
い
い
。

「
シ
モ
フ
リ
ナ
バ
」
は
先
が
細
く
て
洗
い
や
す
い
。
ホ
ウ
キ
タ
ケ
の
時
期

で
最
後
に
出
る
。

雨
の
日
に
元
気
が
あ
る
よ
う
な
人
を
「
ズ
ド
レ
」
と
呼
ぶ
。
晴
れ
の
日

は
元
気
が
な
く
、
雨
の
日
に
し
っ
か
り
し
て
い
る
ホ
ウ
キ
タ
ケ
を
「
ズ

ド
レ
ナ
バ
」
と
呼
ぶ
。

「
シ
カ
ム
ラ
ベ
ニ
タ
ケ
」
と
は
枝
先
の
赤
い
ホ
ウ
キ
タ
ケ
。「
四
家
村
ベ

ニ
タ
ケ
」
の
意
味
。
カ
ブ
タ
ケ
が
採
れ
る
照
葉
樹
林
に
出
る
。(

高
岡
町

穆
佐)
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・「
キ
イ
ロ
カ
ブ
」
「
シ
ロ
カ
ブ
」
「
ム
ラ
サ
キ
」
な
ど
を
総
称
し
て
「
カ
ブ

タ
ケ
」
と
呼
ぶ
。「
キ
イ
ロ
カ
ブ
」
が
一
番
多
い
。
根
元
が
膨
ら
ん
で
い

る
も
の
は
す
べ
て
「
カ
ブ
タ
ケ
」
と
呼
ぶ
。
煮
物
で
食
べ
る
。(

高
岡
町

和
石)

　

・「
コ
ン
ニ
ャ
ク
タ
ケ
」
は
赤
色
で
、「
ズ
タ
ケ
」
と
同
じ
形
を
し
て
い
る
。

　
　

ベ
ロ
ベ
ロ
し
て
い
る
。(

高
岡
町
和
石)

　

・「
ズ
タ
ケ
」
は
全
体
が
薄
い
赤
色
。(

高
岡
町
和
石)

　

・「
ズ
タ
ケ
」
と
「
ム
ッ
カ
ラ
タ
ケ
」
は
同
じ
。「
カ
ラ
タ
ケ
」
と
も
呼
ぶ
。

　
　

耳
元
で
振
る
と
音
が
す
る
。(

野
尻
町
城
原)

　

・「
ム
ッ
カ
ラ
タ
ケ
」「
ズ
タ
ケ
」
は
塩
漬
け
に
し
て
漬
け
物
に
し
た
。「
ズ
」

と
は
中
空
の
意
味
。
沸
騰
さ
せ
た
湯
に
入
れ
る
と
肉
が
し
ま
る
。
そ
う

し
な
い
と
ボ
ロ
ボ
ロ
と
崩
れ
て
し
ま
う
。(

野
尻
町
紙
屋)

　

・「
カ
ブ
タ
ケ
」
は
一
度
お
湯
を
か
け
て
か
ら
調
理
す
る
。
味
噌
汁
や
湯
が

　
　

い
て
山
葵
醤
油
を
つ
け
て
食
べ
る
。(

高
原
町
蒲
牟
田)

　

・「
ネ
ズ
ミ
ノ
ア
シ
」
に
は
白
、
赤
、
ピ
ン
ク
が
あ
る
。
一
度
湯
が
い
て
か

　
　

ら
料
理
す
る
。(

高
原
町
蒲
牟
田)

　

・「
ド
ク
ワ
ダ
シ
」
と
は
茶
色
の
ホ
ウ
キ
タ
ケ
の
こ
と
。
毒
で
お
腹
を
壊
す

　
　

と
い
う
意
味
。（
須
木
村
中
原
）

　

・「
カ
ッ
タ
ケ
」
は
煮
し
め
、
炒
め
物
で
食
べ
る
。
歯
応
え
が
あ
る
。(

高

　
　

崎
町
江
平)

　

・「
カ
ッ
タ
ケ
」
は
根
元
が
大
き
く
な
り
、
並
ん
で
生
え
て
い
る
。
長
尾
山

　
　

に
採
り
に
行
っ
て
い
た
。
煮
付
け
、
醤
油
汁
。(

山
田
町
平
山)

　

・「
コ
ン
ニ
ャ
ク
タ
ケ
」「
ベ
ロ
ベ
ロ
ベ
ン
タ
ケ
」
は
湯
が
く
と
コ
ン
ニ
ャ
ク

の
よ
う
な
食
感
に
な
る
。
あ
ま
り
お
い
し
く
な
い
。

「
チ
カ
ブ
イ
」
は
食
用
に
な
る
が
、
湯
が
く
と
赤
い
汁
が
出
る
の
で
こ
の

名 

が
付
い
て
い
る
。

「
カ
ッ
タ
ケ
」
は
ホ
ウ
キ
タ
ケ
類
の
総
称
。
中
が
中
空
で
ス
カ
ス
カ
し
て

い
る
ホ
ウ
キ
タ
ケ
は
食
べ
る
と
下
痢
を
す
る
。
戦
後
、
都
城
か
ら
カ
ッ

タ
ケ
採
り
に
来
た
人
た
ち
は
カ
ッ
タ
ケ
が
採
れ
な
い
と
、
山
師
の
人
た

ち
か
ら
三
百
匁
を
三
百
円
で
買
っ
て
い
た
。
三
百
円
は
当
時
の
日
当
の

二
倍
の
価
値
。
中
秋
の
名
月
の
時
期
や
十
月
十
五
日
〜
二
十
日
く
ら
い

が
多
か
っ
た
。(

山
之
口
町
麓) 

　

・「
コ
ン
ニ
ャ
ク
タ
ケ
」
は
小
さ
い
う
ち
は
下
が
赤
か
ら
ピ
ン
ク
色
。
全
体

が
う
す
い
ピ
ン
ク
色
、
湯
が
く
と
白
っ
ぽ
く
な
る
。
コ
リ
コ
リ
と
し
た

コ
ン
ニ
ャ
ク
の
よ
う
な
歯
ご
た
え
が
あ
る
。(

山
之
口
町
青
井
岳)

　

・「
カ
ブ
タ
ケ
」
以
外
の
ホ
ウ
キ
タ
ケ
は
食
べ
な
い
。（
北
郷
町
黒
荷
田
）

○
ホ
コ
リ
タ
ケ 　

ホ
コ
リ
タ
ケ
科

　

【
方
言
名
】
ツ
チ
ボ(

五
ヶ
瀬
町
鞍
岡)

○
マ
イ
タ
ケ 　

サ
ル
ノ
コ
シ
カ
ケ
（
多
孔
菌
）
科

【
方
言
名
】
カ
ラ
ス
メ
タ
ケ(

山
之
口
町
、
高
原
町
蒲
牟
田
、
北
郷
町
黒
荷
田)

シ
ロ
メ
タ
ケ(

山
之
口
町)　

ト
ク
タ
ケ(

山
之
口
町
麓)　

ヒ
ガ
ン
メ
タ
ケ

(

山
之
口
町
、
高
原
町
、
北
郷
町
黒
荷
田)　

メ
タ
ケ(

小
林
市
生
駒
、
え
び

の
市
、
高
原
町
蒲
牟
田
、
山
田
町
平
山
、
須
木
村
中
原
、
山
之
口
町
麓) 

　

・「
シ
ロ
メ
タ
ケ
」
は
白
い
マ
イ
タ
ケ
。「
カ
ラ
ス
メ
タ
ケ
」
は
黒
い
マ
イ
タ

　
　

ケ
。（
山
之
口
町
）

　

・
マ
イ
タ
ケ
は
、
南
斜
面
の
木
に
多
い
。
西
斜
面
で
も
や
や
南
向
き
で
あ
れ

　
　

ば
出
る
。
生
木
に
出
る
マ
イ
タ
ケ
は
三
年
お
き
だ
が
、
立
ち
枯
れ
た
木
は

　
　

一
年
お
き
に
出
る
。(

高
岡
町)

　

・
十
月
、
狭
野
神
社
の
祭
り
の
時
期
に
採
り
に
行
っ
て
い
た
。(

高
原
町)

　

・
十
月
中
旬
頃
、
三
人
が
両
手
を
広
げ
て
取
り
囲
む
く
ら
い
の
大
き
な
イ
ス

ノ
キ
の
根
元
に
出
る
。
イ
ス
ノ
キ
の
マ
イ
タ
ケ
は
二
年
お
き
だ
っ
た
。
ア

カ
ガ
シ
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
コ
ジ
イ
な
ど
の
大
木
に
も
出
て
い
た
。
一
度

お
湯
を
か
け
て
調
理
す
る
と
形
が
崩
れ
な
い
。
味
噌
汁
で
食
べ
て
い
た
。

(

高
原
町
蒲
牟
田)

　

・
イ
ス
ノ
キ
、
サ
ク
ラ
の
根
元
に
出
て
い
た
。(

小
林
市
生
駒)

　

・
煮
し
め(

山
田
町
平
山)

　

・「
ヒ
ガ
ン
メ
タ
ケ
」
は
白
い
マ
イ
タ
ケ
、
お
彼
岸
の
時
期
に
発
生
す
る
。

「
ヒ
ガ
ン
メ
タ
ケ
」「
シ
ロ
メ
タ
ケ
」「
ト
ク
タ
ケ
」
は
同
じ
も
の
。(

山
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之
口
町
麓)

  
・
マ
イ
タ
ケ
は
九
〜
十
一
月
く
ら
い
ま
で
出
る
が
、
寒
い
時
期
の
も
の
が
お

　
　

い
し
い
。十
月
十
三
日
く
ら
い
が
発
生
が
い
い
。ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、ヤ
マ
モ
モ
、

　
　

イ
ス
ノ
キ
、
タ
ブ
、
カ
シ
類
、
シ
イ
な
ど
に
出
る
。
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
や
イ
ス

ノ
キ
に
出
る
の
が
お
い
し
か
っ
た
。
木
の
大
き
さ
や
種
類
に
よ
っ
て
マ

イ
タ
ケ
が
違
っ
て
い
た
。
色
が
黒
く
て
、
肉
が
薄
い
も
の
を
「
カ
ラ
ス

メ
タ
ケ
」
と
呼
ん
で
い
た
。(

北
郷
町
黒
荷
田)

　

＊
マ
イ
タ
ケ
以
外
に
シ
ロ
マ
イ
タ
ケ
な
ど
も
含
ま
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

○
マ
ゴ
ジ
ャ
ク
シ 　

マ
ン
ネ
ン
タ
ケ
科

【
方
言
名
】
サ
イ
ワ
イ
タ
ケ(
高
千
穂
町
五
ケ
所
・
三
田
井
、
日
之
影
町
見
立
、

椎　

葉
村
向
山
、
高
原
町
蒲
牟
田
、
小
林
市
生
駒
）  

ホ
ソ
カ
キ
ナ
バ(

西
都

市
寒
川)

　

・
ツ
ガ
の
下
に
出
る
。(

椎
葉
村
向
山)

　

・
疱
瘡
の
予
防
接
種
を
し
た
後
が
痒
い
時
、
マ
ゴ
ジ
ャ
ク
シ
を
孫
の
手
の
代

　
　

わ
り
に
し
て
掻
い
て
い
た
。
痛
く
な
く
、
柔
ら
か
く
掻
け
る
と
こ
ろ
が
良

　
　

か
っ
た
。
ホ
ソ
カ
キ
ナ
バ
は「
疱
瘡
掻
き
ナ
バ
」の
意
味
。(

西
都
市
寒
川)

○
マ
ス
タ
ケ 　

サ
ル
ノ
コ
シ
カ
ケ
（
多
孔
菌
）
科

　

【
方
言
名
】
ア
カ
ナ
バ(

椎
葉
村
向
山)

　

・
心
材
だ
け
が
残
る
ミ
ズ
ナ
ラ
な
ど
に
出
る
も
ろ
い
き
の
こ
。
一
本
の
倒
木

　
　

に
一
、二
個
く
ら
い
し
か
出
な
い
。
煮
付
け
。(

椎
葉
村
向
山)

　

 

＊
シ
ロ
カ
イ
メ
ン
タ
ケ
の
可
能
性
も
あ
る
。

○
マ
ツ
オ
ウ
ジ 　

ヒ
ラ
タ
ケ
科

　

【
方
言
名
】
マ
ツ
ナ
バ(

日
向
市
田
ノ
原
、
南
郷
村
上
渡
川
、
宮
崎
市
赤
江
、

　

高
原
町
蒲
牟
田
、
須
木
村
中
原)

　

・
ア
カ
マ
ツ
の
切
り
株
に
出
て
い
た
。
味
噌
汁
に
入
れ
る
と
マ
ツ
の
い
い
香

　
　

り
が
し
て
、
歯
切
れ
も
い
い
。
臭
い
が
嫌
い
な
人
も
い
た
。（
須
木
村
中
原
）

○
マ
ツ
タ
ケ 　

キ
シ
メ
ジ
科

【
方
言
名
】
マ
ッ
タ
ケ(

須
木
村
中
原
、
高
原
町
蒲
牟
田
、
日
南
市)　

ツ
ガ

タ
ケ(

日
之
影
町
見
立)  

　

・
昔
は
た
く
さ
ん
採
れ
て
い
た
が
、
マ
ツ
ク
イ
ム
シ
が
発
生
し
て
激
減
し
た
。

平
成
の
初
め
く
ら
い
ま
で
は
少
量
だ
が
採
れ
て
い
た
。
平
成
十
年
く
ら

い
か
ら
採
れ
な
く
な
っ
た
。(

北
浦
町
三
川
内)

　

・
マ
ツ
の
下
に
出
る
の
が
「
マ
ツ
タ
ケ
」
、
ツ
ガ
の
下
に
出
る
の
が
「
ツ
ガ

タ
ケ
」
と
呼
ん
で
い
た
が
、
ど
ち
ら
も
マ
ツ
タ
ケ
だ
っ
た
。(

日
之
影
町

見
立)

　

・
直
径
十
五
〜
三
十
㎝
く
ら
い
の
ア
カ
マ
ツ
の
周
り
や
尾
根
筋
に
よ
く
出
て

　
　

い
た
。
昔
は
か
な
り
採
れ
て
い
た
。(

西
都
市
寒
川)

　

・
昭
和
の
終
わ
り
く
ら
い
ま
で
採
れ
て
い
た
。
釈
迦
岳
周
辺
に
ア
カ
マ
ツ
が

あ
り
、
南
向
き
の
斜
面
に
よ
く
出
て
い
た
。
採
っ
て
き
た
マ
ツ
タ
ケ
を

業
者
が
鰯
と
交
換
し
て
く
れ
た
。
マ
ツ
タ
ケ
は
業
者
が
市
場
に
出
し
て

い
た
。(

西
都
市
上
三
財)

 　

・
シ
ホ
ウ
チ
ク
の
筍
が
出
る
頃
が
マ
ツ
タ
ケ
が
出
始
め
る
時
期
だ
っ
た
。(

国

　
　

富
町)

　

 

・
国
富
町
八
代
周
辺
で
も
ア
カ
マ
ツ
が
多
く
、
マ
ツ
タ
ケ
が
採
れ
て
い
た
が
、

　
　

松
脂
を
取
り
す
ぎ
て
松
が
枯
れ
て
し
ま
っ
た
。(

国
富
町
八
代)

　

・
綾
町
川
中
の
吊
り
橋
の
北
側
上
部
に
ア
カ
マ
ツ
が
あ
っ
て
、
昭
和
三
十
年

く
ら
い
ま
で
は
よ
く
採
れ
て
い
た
。
マ
ツ
ク
イ
ム
シ
が
入
っ
て
採
れ
な
く

な
っ
た
。
焼
い
た
り
、
お
吸
い
物
に
し
て
い
た
。
マ
ツ
タ
ケ
は
町
外
の
人

が
よ
く
採
り
に
来
て
い
た
。
綾
の
人
た
ち
は
あ
ま
り
き
の
こ
採
り
に
は

行
か
な
か
っ
た
。
山
が
険
し
く
、
迷
い
や
す
い
の
で
奥
に
は
入
ら
な
か
っ

た
。
以
前
は
営
林
署
の
管
理
も
厳
し
か
っ
た
の
で
、
森
に
は
入
れ
な
か
っ

た
。(

綾
町
入
野)

   

・
霧
島
山
の
東
側
に
は
出
る
が
、
西
側
に
は
出
な
い
。(

高
原
町
蒲
牟
田)

   
・
赤
松
千
本
原
の
近
く
に
も
マ
ツ
タ
ケ
が
出
て
い
た
。(

え
び
の
市)

　

・「
マ
ツ
タ
ケ
お
ば
ね
（
尾
根
）」
と
い
う
地
名
が
あ
り
、
国
見
峠
に
行
く
途

中
で
採
れ
て
い
た
。
十
〜
十
一
月
頃
、
木
浦
に
あ
る
ア
カ
シ
デ
で
マ
ツ

タ
ケ
の
出
る
時
期
を
見
て
い
た
。
ア
カ
シ
デ
の
葉
が
落
ち
て
、
枝
先
に

黄
色
の
新
し
い
葉
が
残
り
、
黄
色
が
目
立
つ
頃
が
マ
ツ
タ
ケ
の
出
る
時
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期
だ
っ
た
。 (

五
ヶ
瀬
町
鞍
岡)

○
マ
ツ
バ
ハ
リ
タ
ケ 　

イ
ボ
タ
ケ
科

【
方
言
名
】
イ
ワ
タ
ケ(

宮
崎
市)　

オ
ト
ヨ
ナ
バ
、
ケ
ナ
バ
、
ナ
ベ
タ
ケ(

宮

崎
市  
赤
江)  

シ
シ
タ
ケ(

宮
崎
市
山
崎
町)

　

・
ナ
ベ
タ
ケ
の
由
来
は
不
明
。
酢
味
噌
、
煮
付
け
、
お
で
ん
な
ど
で
食
べ
た
。

　

   (

宮
崎
市
赤
江)

　

・
苦
み
が
あ
る
の
で
あ
ま
り
食
べ
な
か
っ
た
。(

宮
崎
市
山
崎
町)

○
マ
ン
ネ
ン
タ
ケ 　

マ
ン
ネ
ン
タ
ケ
科

【
方
言
名
】ウ
メ
ノ
キ
ナ
バ(
西
都
市
寒
川)  

コ
ウ
フ
ク
ダ
ケ(

国
富
町
八
代)     

サ
イ
ワ
イ
タ
ケ(

北
浦
町
三
川
内
、
五
ヶ
瀬
町
鞍
岡
、
椎
葉
村
尾
前
・
向
山
、 

諸
塚
村
水
見
、
西
都
市
三
納
、
須
木
村
中
原
、
え
び
の
市)  

マ
ン
ネ
ン
タ

ケ(

西  

郷
村)　

 

　

・
梅
の
木
か
ら
出
た
も
の
を
玄
関
に
ぶ
ら
下
げ
て
い
た
。(

北
浦
町
三
川
内)

　

・
軒
下
に
吊
し
て
い
た
。(

五
ヶ
瀬
町
鞍
岡)

　

・
秋
に
ク
ヌ
ギ
の
古
株
に
出
る
。(

椎
葉
村)

　

・
焼
酎
づ
け
に
す
る
。
ウ
メ
ノ
キ
に
生
え
る
の
が
薬
効
が
あ
る
と
言
わ
れ
て

　
　

い
た
。
魔
祓
い
の
た
め
に
玄
関
や
縁
側
の
柱
に
ぶ
ら
下
げ
て
た
り
、
柱
に

　
　

釘
で
打
ち
つ
け
て
い
た
。(

椎
葉
村
向
山)

　

・
玄
関
に
紐
で
吊
る
し
て
い
た
。(

諸
塚
村
水
見)

　

・
玄
関
に
置
い
て
お
く
と
縁
起
が
い
い
と
さ
れ
て
い
た
。(

西
郷
村)

　

・
大
分
県
で
は
「
セ
ン
フ
リ
タ
ケ
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
村
に
一
本
あ
れ        

　
　

ば
、
持
ち
回
り
で
煎
じ
て
熱
冷
ま
し
の
薬
に
し
て
い
た
。(

え
び
の
市
に

　
　

て
聞
き
取
り)

○
ム
キ
タ
ケ 　

キ
シ
メ
ジ
科

【
方
言
名
】
ク
ロ
ギ
ナ
バ(

五
ヶ
瀬
町
、
高
千
穂
町
押
方) 

コ
ウ
ム
キ
ナ
バ

(

五
ヶ
瀬
町
波
帰
・
鞍
岡
、
高
千
穂
町
三
田
井
、
椎
葉
村)

コ
オ
リ
ナ
バ(

高

千
穂
町
三
田
井) 

シ
モ
フ
リ
ナ
バ(

高
千
穂
町
五
ケ
所)

　

・
き
の
こ
の
傘
の
上
面
を
手
の
甲
に
見
立
て
「
甲
」
と
呼
ぶ
。
甲
の
皮
が
む

け
る
た
め
、「
甲
む
き
ナ
バ
」
と
呼
ぶ
。
甲
の
皮
に
は
ぬ
め
り
が
あ
っ
て

お
い
し
い
。
ヒ
ダ
の
縁
が
波
打
つ
前
が
お
い
し
い
。
味
噌
汁
で
食
べ
る
。

十
月
の
終
わ
り
に
出
る
。
台
風
が
来
て
三
〜
五
年
目
く
ら
い
が
多
い
。
ナ

メ
コ
、
ト
ン
ビ
マ
イ
タ
ケ
な
ど
は
わ
ざ
わ
ざ
採
り
に
行
か
な
い
が
、
ム

キ
タ
ケ
は
そ
れ
を
目
的
で
採
り
に
行
く
き
の
こ
だ
っ
た
。

　
　
　

乾
燥
さ
せ
て
冬
場
に
煮
付
け
で
食
べ
て
い
た
。
塩
漬
け
は
塩
を
大
量
に

使
う
。
塩
が
も
っ
た
い
な
か
っ
た
の
で
乾
燥
さ
せ
て
食
べ
て
い
た
。
乾

燥
さ
せ
る
と
ぬ
め
り
が
な
く
な
り
、
味
は
良
く
な
い
が
、
塩
漬
け
に
す

る
と
少
々
ぬ
め
り
が
残
っ
て
お
い
し
い
。 (

椎
葉
村
向
山)

○
ム
ラ
サ
キ
ナ
ギ
ナ
タ
タ
ケ 　

シ
ロ
ソ
ウ
メ
ン
タ
ケ
科

【
方
言
名
】
セ
ン
コ
ウ
ナ
バ
（
川
南
町
、
宮
崎
市
赤
江
・
山
崎
町
）
セ
ン
コ

ナ
バ
（
宮
崎
市
住
吉
・
赤
江
、
日
向
市
）
ソ
ウ
メ
ン
タ
ケ
（
高
鍋
町
）
ソ
ウ

メ
ン
ナ
バ
（
川
南
町
坂
ノ
上
、
高
鍋
町
堀
の
内
、
新
富
町
野
口
）

　

・
味
噌
汁
。(

川
南
町
坂
ノ
上)

　

・
砂
が
付
い
て
い
な
い
上
の
部
分
を
手
で
折
っ
て
採
取
す
る
。
キ
ン
タ
ケ
（
シ

モ
コ
シ
）
採
り
の
つ
い
で
に
採
る
き
の
こ
だ
っ
た
。
す
ま
し
汁
に
す
る
と

い
い
出
汁
が
出
て
風
味
が
増
し
、
味
が
引
き
立
っ
た
。
一
番
早
い
時
期

の
き
の
こ
だ
っ
た
。
砂
地
で
は
な
く
、少
し
地
面
が
固
い
と
こ
ろ
に
で
き
、

一
ｍ
く
ら
い
の
塊
で
点
々
と
出
て
い
た
。(

宮
崎
市
山
崎
町)

　

・
砂
が
付
か
な
い
よ
う
に
根
元
を
手
で
折
っ
て
採
り
、
ザ
ル
に
入
れ
て
持
ち

帰
っ
て
い
た
。
ネ
ギ
と
一
緒
に
す
ま
し
汁
や
味
噌
汁
で
食
べ
て
い
た
。
雨

が
降
る
と
傷
ん
で
流
れ
て
し
ま
う
。(

高
鍋
町
堀
之
内
〜
新
富
町
野
口)

　

・
五
〜
六
月
の
シ
ョ
ウ
ロ
と
同
じ
時
期
に
出
る
。(

宮
崎
市
住
吉)

○
メ
シ
マ
コ
ブ 　

タ
バ
コ
ロ
コ
タ
ケ
科

　

【
方
言
名
】
ク
ワ
ナ
バ(

南
郷
村
上
渡
川
・
須
木
村
中
原)

　

・
ヤ
マ
グ
ワ
に
出
て
い
た
。
猟
犬
の
体
調
が
悪
い
と
き
、
煎
じ
た
汁
を
餌
に

混
ぜ
て
食
べ
さ
せ
る
と
犬
が
元
気
に
な
っ
て
い
た
。
犬
の
常
備
薬
と
し

て
、
乾
燥
さ
せ
て
貯
め
て
お
い
た
。
昭
和
三
十
五
年
頃
、
こ
の
地
区
で

猟
を
す
る
人
た
ち
の
間
で
は
、
メ
シ
マ
コ
ブ
が
犬
の
常
備
薬
で
あ
る
こ

と
は
常
識
だ
っ
た
。(

南
郷
村
上
渡
川)
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・
煎
じ
て
飲
ん
で
い
た
。
ヤ
マ
グ
ワ
に
出
て
い
た
。（
須
木
村
中
原)

○
も
ち
病　

　

【
方
言
名
】
ガ
ン
ニ
ョ(

川
南
町
川
南
） 

ガ
ン
ニ
ョ
ム(

川
南
町
坂
ノ
上)

　

・
昭
和
十
〜
三
十
年
頃
、
サ
ザ
ン
カ
の
葉
が
膨
れ
る
部
分
を
「
ガ
ン
ニ
ョ
」「
ガ

ン
ニ
ョ
ム
」
と
呼
び
、
採
っ
て
食
べ
て
い
た
。
サ
ク
サ
ク
し
た
歯
ご
た

え
だ
っ
た
。
梅
雨
の
時
期
に
特
に
大
き
く
な
る
。
ツ
バ
キ
や
サ
ツ
キ
に

も
出
て
い
た
が
、
サ
ザ
ン
カ
の
方
が
甘
み
が
あ
っ
た
。
人
家
や
川
南
小

学
校
の
生
け
垣
に
出
る
サ
ザ
ン
カ
の
ガ
ン
ニ
ョ
を
子
供
た
ち
で
競
う
よ

う
に
採
っ
て
食
べ
て
い
た
。
お
や
つ
代
わ
り
だ
っ
た
。(

川
南
町)

○
モ
ミ
タ
ケ 　

キ
シ
メ
ジ
科

　

・
モ
ミ
の
下
に
出
る
大
き
な
き
の
こ
で
一
本
し
か
出
な
い
。
味
は
良
く
な
い
。

 　

 

（
綾
町
入
野
）

○
ヤ
ナ
ギ
マ
ツ
タ
ケ 　

オ
キ
ナ
タ
ケ
科

　

【
方
言
名
】
タ
ズ
ナ
バ(

西
都
市
三
納)

　

・
タ
ズ
と
は
ニ
ワ
ト
コ
の
こ
と
。
ニ
ワ
ト
コ
に
出
る
か
ら
「
タ
ズ
ナ
バ
」。

　
　

春
と
秋
の
お
彼
岸
の
朝
、
家
の
主
が
採
取
し
、
ナ
ス
と
一
緒
に
煮
て
食
べ

　
　

る
こ
と
で
、
家
族
の
無
病
息
災
を
祈
願
し
た
。

○
ヤ
マ
ブ
シ
タ
ケ 　

サ
ン
ゴ
ハ
リ
タ
ケ
科

【
方
言
名
】
ウ
サ
ギ
タ
ケ
（
山
田
町
古
江
）
カ
ノ
タ
マ(

西
都
市
寒
川) 

ジ
ョ

ウ
ゴ
ナ
バ(

野
尻
町
城
原
、
高
原
町
蒲
牟
田
、
山
之
口
町
麓)　

ジ
ョ
ウ
コ

タ
ケ
（
松
川
、
一
九
八
〇
）
ジ
ョ
ウ
ゴ
ダ
ケ
（
高
岡
町
和
石
、
須
木
村
中
原
、

北
郷
町
黒
荷
田
）
ソ
ウ
メ
ン
ナ
バ
（
高
岡
町
穆
佐
）
ハ
リ
タ
ケ
（
須
木
村
中
原
）

シ
ョ
ウ
チ
ュ
ウ
ナ
バ(

え
び
の
市) 

　

・
鹿
の
睾
丸
に
似
て
い
る
か
ら
「
鹿
の
玉
」。
味
噌
汁
や
湯
が
い
て
酢
味
噌

　
　

で
食
べ
る
。(

西
都
市
寒
川)

　

・
下
戸
が
飲
み
会
の
時
に
乾
燥
さ
せ
た
ジ
ョ
ウ
ゴ
タ
ケ
を
持
っ
て
行
く
。
飲

　
　

む
ふ
り
を
し
て
ジ
ョ
ウ
ゴ
タ
ケ
に
し
み
込
ま
せ
る
。
（
県
西
部
各
地
）

　

・
飲
み
会
に
持
っ
て
行
き
、
し
み
込
ま
せ
た
酒
は
家
に
帰
っ
て
絞
り
出
し

　
　

て
飲
む
。(

野
尻
町
城
原)

  

・
乾
燥
さ
せ
た
も
の
は
水
を
大
量
に
吸
い
、
吸
水
力
が
大
き
い
。
水
滴
が
落

　
　

ち
な
い
。(

高
原
町
蒲
牟
田
・
山
之
口
町
麓)

   

・
湯
が
い
て
酢
味
噌
で
食
べ
る
。（
北
郷
町
黒
荷
田
）

○
菌
糸
束  

【
方
言
名
】
ヤ
マ
ン
バ
ジ
ョ
の
ア
タ
マ
ン
毛(

西
都
市
三
納)

  

・
山
姥
の
こ
と
を
「
ヤ
マ
ン
バ
ジ
ョ
」
と
言
う
。
黒
く
て
太
い
菌
糸
束
が
山

　
　

姥
の
頭
の
毛
に
見
え
て
い
た
。

○
食
べ
ら
れ
な
い
き
の
こ
全
般 

　

【
方
言
名
】
ケ
ッ
コ
ロ
ガ
シ(

川
南
町
坂
ノ
上)　

ド
ク
ナ
バ(

椎
葉
村
向
山
、

　

南
郷  

村
鬼
神
野
、
宮
崎
市
山
崎
町
、
綾
町
入
野
、
田
野
町
乙)

　

・
ケ
ッ
コ
ロ
ガ
シ
と
は
、
蹴
っ
転
が
す
と
い
う
意
味
。(

川
南
町
坂
ノ
上)

○
毒
き
の
こ
の
見
分
け
方   

＊
こ
れ
ら
は
す
べ
て
迷
信
で
あ
る

　

・
柄
や
傘
が
縦
に
裂
け
る
き
の
こ
は
食
べ
ら
れ
る
。（
県
内
全
域
）

　

・
虫
が
食
べ
て
い
る
き
の
こ
は
食
べ
ら
れ
る
。（
県
内
全
域
）

　

・
食
べ
ら
れ
る
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
き
の
こ
は
、
ナ
ス
と
一
緒
に
煮
て
食
べ

　
　

る
と
よ
い
。（
椎
葉
村
）     

 

お
わ
り
に

　

今
回
の
調
査
で
、
予
想
以
上
の
き
の
こ
の
情
報
が
収
集
で
き
、
本
県
に
も
数

多
く
の
き
の
こ
の
方
言
や
利
用
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
し
か
し
、
未
調

査
の
地
域
も
残
さ
れ
て
お
り
、
十
分
な
調
査
が
で
き
た
と
は
言
い
難
く
、
同
定

間
違
い
の
も
の
が
含
ま
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。
き
の
こ
の
民
俗
的
な
情
報
収
集

は
こ
れ
か
ら
更
に
難
し
い
状
況
に
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
今
後
も
継
続
し
て
南

九
州
の
き
の
こ
民
俗
の
情
報
収
集
に
努
め
、
追
加
・
訂
正
等
が
あ
れ
ば
、
何
ら

か
の
形
で
報
告
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

調
査
の
過
程
で
「
昔
は
き
の
こ
が
た
く
さ
ん
採
れ
た
が
、
最
近
は
き
の
こ
を

見
か
け
な
く
な
っ
た
」
と
い
う
話
を
よ
く
耳
に
し
た
。
本
県
に
は
き
の
こ
の
発



— 88 —— 89 —

生
に
適
し
た
環
境
が
各
地
に
残
さ
れ
て
い
る
が
、
伐
採
や
植
林
、
開
発
に
よ
り

自
然
林
は
激
減
し
、
管
理
放
棄
な
ど
が
原
因
で
き
の
こ
の
発
生
量
は
確
実
に
減

少
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。本
県
で
は
多
様
な
き
の
こ
が
生
活
に
取
り
込
ま
れ
、

利
用
さ
れ
て
き
た
。本
県
で
培
わ
れ
た
き
の
こ
文
化
が
再
認
識
さ
れ
る
こ
と
で
、

き
の
こ
が
発
生
す
る
環
境
の
価
値
が
高
ま
り
、
森
林
の
保
全
や
林
業
の
発
展
に

繋
が
ら
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
。

　

宮
崎
の
昔
か
ら
伝
え
ら
れ
て
き
た
き
の
こ
文
化
で
あ
る
が
、
全
国
の
流
れ
と

同
様
に
衰
退
の
一
途
と
な
っ
て
い
る
。
消
え
つ
つ
あ
る
本
県
の
き
の
こ
文
化
が

こ
れ
か
ら
も
伝
承
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

謝 

辞

　

本
稿
は
、
多
数
の
県
民
の
方
々
の
情
報
や
御
協
力
を
基
に
作
成
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
名
前
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
多
く
の
協
力
者
の
方
々
を
含

め
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

【
情
報
提
供
者
】（
順
不
同
・
敬
称
略
）

〔
北
浦
町
〕
川
野
祐
弘
、
工
藤
美
和
子 

〔
日
之
影
町
〕
佐
藤
信
挙
、
藤
本
泰
三 

〔
高
千
穂
町
〕
飯
干
春
充
、
今
村
實
、
三
田
井
俊
哲
、
興
梠
幸
男
、
興
梠
任
香
、  

甲
斐
英
明
、
武
田
計
助
、
田
井
伝
三
、
甲
斐
正
人
、
興
梠
任
香 
〔
五
ヶ
瀬
町
〕

秋
本
治
、
岡
田
畩
義 

〔
日
向
市
〕
黒
木
嚴
、
黒
木
サ
ツ
子
、
黒
木
久
善
、
大
野

裕
、
田
ノ
原
敬
老
会 

〔
西
郷
村
〕
平
田
進
、
前
田
大
三
郎
、
越
知
哲
夫
、
清
田

悦
司 

〔
南
郷
村
〕
下
田
重
任
、
川
原
純
男 

〔
諸
塚
村
〕
甲
斐
三
子
、
甲
斐
健
祐
、

黒
岩
ヒ
デ 

〔
椎
葉
村
〕
椎
葉
秀
行
、
椎
葉
ク
ニ
子
、
椎
葉
浄
信
、
椎
葉
英
生
、

尾
前
善
則
、
尾
前
善
和 

〔
都
農
町
〕
松
尾
京
子 

〔
川
南
町
〕
網
代
吉
幸
、
黒
木

美
喜
、
財
津
露
子
、
内
野
宮
ミ
チ
エ
、
中
竹
義
夫 

〔
新
富
町
〕
佐
山
敏
子
、
瀧

口
紘
二 

〔
西
都
市
〕
中
武
利
晴
、
滝
一
郎
、
門
田
安
好 

〔
佐
土
原
町
〕
小
豆
野

次
則
、
近
藤
章 

〔
宮
崎
市
〕
厚
地
才
夜
子
、
小
八
重
強
、
川
越
カ
ズ
エ
、
川
越

恒
子
、
森
下
美
保
子
、
宇
土
ア
サ
子
、
押
川
恭
子
、
井
野
嘉
幸
、
永
友
典
彦
、

永
友
ミ
サ
エ
、
富
永
啓
明
、
富
永
幸
子
、
井
野
八
千
代
、
増
田
守
、
川
﨑
ミ
サ

子
、
齋
田　

健
、
渡
辺
数
男
、
山
崎
町
百
歳
ク
ラ
ブ
〔
田
野
町
〕
古
手
川
利
彦
、

那
須
春
子 

〔
国
富
町
〕
徳
光
幸
利
、
中
畑
建
一 

〔
綾
町
〕
宇
土
貞
男 

〔
高
岡
町
〕

平
田
義
隆
、
江
藤
元
、
吉
村
ミ
ド
リ 

〔
野
尻
町
〕
馬
渡
国
盛
、
松
嶺
忠
志
、
吉

田
喜
由 

〔
高
原
町
〕
池
崎
市
郎
、
田
上
政
勇
喜
、
田
中
良
昭
、
田
中
勝
照
、
祓

川
神
楽
保
存
会 

〔
須
木
村
〕
池
田
常
男 

〔
小
林
市
〕
牟
田
秀
雄 

〔
え
び
の
市
〕　

村
田
正
幸
、
酒
匂
フ
ミ
子
、
柚
木
秋
光 

〔
高
崎
町
〕
日
高
ハ
ル 

〔
山
田
町
〕
大

生
久
夫
、
大
村
勝
憲 

〔
山
之
口
町
〕
坂
元
正
子
、
竹
内
功
、
村
岡
純
秋
、
前
田

宏 

〔
三
股
町
〕
池
辺
久
美
子 

〔
北
郷
町
〕
木
脇
十
三
日
、谷
口
睦
恵　

〔
日
南
市
〕

相
賀
史
江
、
永
山
速
雄
、
根
井
敏
文
、
松
田
正
照
、
宮
浦
敏
麿
、
日
南
市
生
涯

学
習
講
座 

〔
南
郷
町
〕
海
老
原
一
二
三 

〔
串
間
市
〕
川
﨑
ヒ
デ
子       　
　
　

　

     

　

本
稿
の
作
成
に
あ
た
り
、
小
林
美
幸
氏
、
中
島
豊
氏
、
服
部
力
氏
、
南
谷
忠

志
氏
に
は
情
報
収
集
等
に
つ
い
て
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、奥
沢
康
正
氏
、

村
上
康
明
氏
に
は
本
粗
稿
を
読
ん
で
い
た
だ
き
、
多
く
の
ご
教
授
を
賜
っ
た
。

深
く
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

                                         

引
用
・
参
考
文
献  

平
田
正
一　

一
九
八
四　

宮
崎
県
植
物
誌　

宮
崎
日
日
新
聞
社　

宮
崎

本
郷
次
雄　

一
九
八
八　

山
渓
カ
ラ
ー
名
鑑　

日
本
の
き
の
こ　

山
と
渓
谷
社　

東
京

本
郷
次
雄　

一
九
四
四　

山
渓
フ
ィ
ー
ル
ド
ブ
ッ
ク　

き
の
こ　

山
と
渓
谷
社　

東
京　
　
　

本
郷
次
雄
・
幼
菌
の
会　

二
〇
〇
一　

キ
ノ
コ
図
鑑　

家
の
光
協
会　

東
京　

今
関
六
也
・
本
郷
次
雄　

一
九
七
三　

カ
ラ
ー
自
然
ガ
イ
ド　

キ
ノ
コ　

保
育
社　

大
阪

今
関
六
也
・
本
郷
次
雄　

一
九
八
七　

原
色
日
本
新
菌
類
図
鑑
（
Ⅰ
）
保
育
社　

大
阪

今
関
六
也
・
本
郷
次
雄　

一
九
八
九　

原
色
日
本
新
菌
類
図
鑑
（
Ⅱ
）
保
育
社　

大
阪　

今
関
六
也
他　
　
　
　
　

一
九
八
八　

日
本
の
キ
ノ
コ　

山
と
渓
谷
社　

東
京

黒
木
秀
一　
　
　
　
　
　

二
〇
〇
四　

霧
島
山
の
キ
ノ
コ　

総
合
調
査
報
告
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
霧
島
山
の
動
植
物
」
宮
崎
県
総
合
博
物
館
総
合
調
査
報
告
書
：

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
一
三-

二
四
〇

黒
木
秀
一
・
崎
田
一
郎　

二
〇
一
〇
宮
崎
平
野
に
お
け
る
海
岸
ク
ロ
マ
ツ
林
の
キ
ノ
コ
民
俗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
崎
県
総
合
博
物
館
研
究
紀
要　

第
三
十
輯
：
一
〇
三-

一
一
四
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松
川　

仁　
　
　
　
　
　

一
九
八
０　

キ
ノ
コ
方
言
原
寸
原
色
図
譜　

東
京
新
聞
出
版
局

南
谷
忠
志　
　
　
　
　
　

一
九
九
二　

宮
崎
の
植
物
民
俗
覚
書　

宮
崎
県
地
方
史
研
究
紀
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
九
号
：
一
三
四-

一
七
〇　

南
谷
忠
志　
　
　
　
　
　

二
０
０
三　

植
物
た
ち
と
の
出
会
い　

宮
日
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー

奥
沢
康
正
・
奥
沢
正
紀　

一
九
九
八　

き
の
こ
の
語
源
・
方
言
事
典
宮
崎　

山
と
渓
谷
社　

東
京

斉
藤
政
美　
　
　
　
　
　

一
九
九
五　

お
ば
あ
さ
ん
の
植
物
図
鑑　

葦
書
房　

福
岡

山
之
口
町
ふ
る
さ
と
創
生
推
進
協
議
会　

一
九
九
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
之
口
町
の
ふ
る
さ
と
民
話　

山
之
口
町　

宮
崎
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No.

宮
崎
県
文
化
講
座
研
究
紀
要　
　

第
三
十
七
輯

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日　

発
行

編
集

宮　

崎　

県　

立　

図　

書　

館

刊
行

〒
八
八
〇—

〇
〇
三
一

宮
崎
市
船
塚
三
丁
目
二
一
〇
番
地
一

℡
〇
九
八
五―

二
九―

二
九
一
一

印
刷　

（有）  

宮  

崎  

出  

版  

社

〒
八
八
〇—

〇
九
一
二

宮
崎
市
赤
江
一
六
〇
一
番
地
一

℡
〇
九
八
五―

五
三―

九
九
二
一（

非
売
品
）
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